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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ

トラック運送事業者のための経営のヒント【問われる事業条件の変化への対応
力】…3面

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

101
（−2）

48
（+4）

28
（±0）

7
（+3）

184
（+5）

交通事故死者数（人）

11月30日現在 1月18日現在

2,352
（−189）

108
（+3）

全国の死亡
事故件数

2,303
（−186）

令和３年11月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

年　月 スタンド ローリー カード

令和３年９月 112.30 102.52 112.67
令和３年10月 117.90 109.16 118.55
令和３年11月 120.34 111.49 120.18

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
は
令
和
３
年

12
月
27
日
︑
松
野
博
一
内
閣

官
房
長
官
を
訪
問
し
︑﹁
軽

油
価
格
高
騰
に
関
す
る
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
要
望

書
﹂
を
手
渡
し
た
︒

　

同
要
望
書
で
は
︑
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
に
よ
る
輸
送
量
の
減

少
に
加
え
︑
原
油
価
格
の
高

騰
に
よ
り
軽
油
価
格
に
つ
い

て
も
大
幅
な
高
騰
が
続
い
て

い
る
現
状
に
つ
い
て
触
れ
︑

こ
う
し
た
状
況
が
長
引
け
ば

将
来
的
に
安
定
し
た
輸
送
力

が
確
保
で
き
な
く
な
る
と
説

明
︒

　

そ
の
上
で
︑
①
燃
料
高
騰

分
の
価
格
転
嫁
の
た
め
の
対

策
拡
充
に
つ
い
て
︑
②
燃
料

高
騰
下
に
お
け
る
負
担
軽
減

（
公
的
支
援
等
）
に
つ
い
て

︱
︱
を
要
望
し
た
︒

　

要
望
に
は
︑
自
由
民
主
党

の
渡
辺
博
道
衆
議
院
議
員
も

同
席
︒

　

坂
本
会
長
か
ら
の
要
望
を

受
け
て
︑
松
野
官
房
長
官
は

①
に
つ
い
て
︑﹁
関
係
省
庁
が

連
携
し
︑
荷
主
企
業
等
に
価

格
転
嫁
に
対
す
る
理
解
と
協

力
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
︑
国
土
交
通
省
で
は
運
賃

等
の
不
当
な
据
え
置
き
に
対

し
て
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
法
的
措
置
を
強
化
し

て
対
応
す
る
﹂
と
し
た
︒
ま

た
︑
②
に
つ
い
て
は
︑﹁
政
府

と
し
て
経
済
対
策
の
中
で
業

種
別
の
対
策
を
強
化
す
る
こ

と
に
加
え
て
︑
軽
油
や
重
油

等
の
国
民
生
活
や
産
業
に
広

く
使
わ
れ
る
石
油
製
品
の
急

激
な
値
上
が
り
に
対
す
る
備

え
と
し
て
︑
小
売
価
格
の
激

変
緩
和
措
置
も
講
じ
る
﹂
と

回
答
し
た
︒

　

こ
れ
に
対
し
て
坂
本
会
長

は
︑﹁
抜
本
的
な
解
決
に
繋

が
る
新
た
な
助
成
制
度
を
成

立
さ
せ
て
ほ
し
い
﹂
と
強
く

訴
え
た
︒

坂
本
会
長
が
松
野
官
房
長
官
へ

坂
本
会
長
が
松
野
官
房
長
官
へ

燃
料
価
格
高
騰
対
策
を
要
望

燃
料
価
格
高
騰
対
策
を
要
望

抜
本
的
な
解
決
に
繋
が
る
助
成
制
度
創
設
を
!!

　

政
府
は
令
和
３
年
12
月
27

日
︑
総
理
大
臣
官
邸
に
お
い

て
︑
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大

臣
が
議
長
と
な
る
﹁
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
価
値
創

造
の
た
め
の
転
嫁
円
滑
化
会

議
﹂
を
開
催
（
坂
本
克
己
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
出

席
）
し
︑﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
価
値
創
造
の
た
め

の
転
嫁
円
滑
化
の
取
組
﹂
を

取
り
ま
と
め
た
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で

は
輸
送
量
の
減
少
と
軽
油
価

格
の
高
騰
に
苦
し
ん
で
い
る

事
業
者
が
少
な
く
な
い
︒
同

取
組
で
は
︑
取
引
事
業
者
全

体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
︑労
務
費
︑原
材
料
費
︑

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇

分
を
適
切
に
転
嫁
で
き
る
環

境
整
備
を
目
指
し
︑
政
府
一

体
と
な
っ
て
対
応
す
る
も
の

と
さ
れ
た
︒

　

坂
本
克
己
全
ト
協
会
長

は
︑
同
会
議
の
中
で
意
見
を

開
陳
︒
現
下
の
燃
料
価
格
上

昇
と
い
う
局
面
に
お
い
て
も

価
格
上
昇
分
を
転
嫁
で
き
て

い
な
い
運
送
事
業
者
が
多
い

こ
と
を
説
明
し
た
上
で
︑
適

正
な
運
賃
・
料
金
お
よ
び
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
収
受
が

で
き
る
よ
う
に
要
請
し
た（
１

月
１
日
号
に
て
既
報
）︒

　

こ
う
し
た
要
請
を
受
け
︑

政
府
で
は
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
る
価
値
創
造
の
た

め
の
転
嫁
円
滑
化
の
取
組
﹂

を
取
り
ま
と
め
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
等
が
価
格
上
昇

分
を
適
切
に
転
嫁
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
た
め
︑
政
府

一
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と

と
し
た
︒

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
︑内
閣
官
房
︑消
費
者
庁
︑

厚
生
労
働
省
︑経
済
産
業
省
︑

国
土
交
通
省
お
よ
び
公
正
取

引
委
員
会
が
︑
同
会
議
に
お

い
て
合
意
し
た
﹁
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
価
値
創
造

の
た
め
の
転
嫁
円
滑
化
施
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂（
詳
細
７
面
）

に
従
い
︑取
り
組
み
を
開
始
︒

そ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
と

し
た
︒

　

同
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
要

望
を
受
け
て
︑
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
に
基
づ
く
対
応

の
強
化
に
つ
い
て
盛
り
込
ま

れ
た
︒
具
体
的
に
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
に
つ
い
て
︑
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
導
入
等

を
通
じ
て
燃
料
価
格
上
昇
分

が
適
切
に
運
賃
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
︑
荷
主
企
業
等
に
協

力
を
求
め
る
と
と
も
に
︑
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
に
基

づ
く
標
準
的
な
運
賃
の
導
入

を
促
す
︒
ま
た
︑
国
交
省
本

省
と
地
方
運
輸
局
等
に
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
ほ
か
︑
荷

主
へ
の
働
き
か
け
︑
要
請
︑

勧
告
・
公
表
な
ど
︑
同
法
に

基
づ
く
法
的
対
応
を
強
化
す

る
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
︑
国
交
省
で
は
︑
関

係
す
る
事
業
者
団
体
に
対
し

て
﹁
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
価
値
創
造
の
た
め
の
転
嫁

円
滑
化
に
関
す
る
事
業
者
団

体
に
対
す
る
要
請
﹂を
発
出
︒

我
が
国
の
経
済
活
動
を
支
え

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を

は
じ
め
と
し
た
中
小
企
業

が
︑
適
切
に
価
格
転
嫁
を
行

い
︑
適
正
な
利
益
が
得
ら
れ

る
よ
う
︑
関
係
事
業
者
団
体

に
対
し
て
要
請
し
て
い
る（
１

月
１
日
号
に
て
既
報
）︒

　

政
府
で
は
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
開
始
し
︑
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
を
通

じ
て
︑
転
嫁
対
策
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
︒

　全日本トラック協会の坂本克己会長は1月7日、斉藤鉄夫国土交通
大臣（写真㊤）および金子恭之総務大臣（写真㊦）を訪問し、軽
油価格高騰対策などについて要望活動を行った。当日は、両大臣へ
の訪問の他にも、国土交通省関係では、藤井直樹国土交通審議官、
秡川直也自動車局長、村山一弥道路局長を、また、警察庁関係で
は、楠芳伸交通局長を訪問した。なお、国土交通大臣への訪問につ
いては、全国ハイヤー・タクシー連合会の川鍋一朗会長および日本バ
ス協会の清水一郎会長も同席した（関連２面）。

斉藤国土交通大臣・金子総務大臣を
坂本会長が表敬訪問

「パートナーシップによる価値創造のための転嫁円滑化会議」で、業界団体を代表して意見を開陳する坂本克己会長（令和3年12月27日、総理大
臣官邸）

松
野
博
一
内
閣
官
房
長
官
㊨
に
対
し

て
「
軽
油
価
格
高
騰
に
関
す
る
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
か
ら
の
要
望
書
」
を
手
渡

す
坂
本
克
己
会
長
（
令
和
３
年
12
月
27

日
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
）

パートナーシップによる価値創造のための
転嫁円滑化会議を開催

坂
本
全
ト
協
会
長
に
よ
る
業
界
か
ら
の
要
望
を
受
け

坂
本
全
ト
協
会
長
に
よ
る
業
界
か
ら
の
要
望
を
受
け

「
転
嫁
円
滑
化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
策
定

「
転
嫁
円
滑
化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
策
定

政
　
府

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
https://jta.or.jp

1月20日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

毎月1日・15日発行



（2）第2192号（第3種郵便物認可）令和4年（2022年）1月20日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　あなたは雪が積もった片側１車線道路をトラックに追従しな
がら走行しています。前方のトラックのブレーキランプが点灯
しました。この場面にはどのような危険がありますか。また、
危険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょう
か。考えてみましょう。

状 

況

〔第 142回〕「雪が積もった片側１車線道路」

（解説・7面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

～自動車に働く自然の力編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		ぬれたアスファルト路面を走るときなどは、摩擦抵抗が大きくなり
制動距離が長くなる。（	○・×	）

❷		カーブなどで作用する遠心力はカーブの半径が大きいほど大きくな
る。（	○・×	）

❸		カーブを回ろうとするとき、荷物の積み方が悪く重心の位置が高く
なっていたり、片寄ったりしていると自動車は倒れやすくなる。　
（	○・×	）

❹		時速60キロメートルでコンクリートの壁に衝突した場合は、約10メー
トルの高さから落ちたときと同じ程度の衝撃力を受ける。（	○・×	）

❺		車が衝突したときの衝撃力は、速度が２倍になれば２倍になる。　
　（	○・×	）

（解答は7面）

 

大
型
車
の
適
切
な
冬
用
タ

イ
ヤ
交
換
作
業
の
実
施
を

強
く
呼
び
か
け

車
輪
脱
落
事
故
の

多
発
を
受
け
て

　

国
土
交
通
省
は
︑
１
月
12

日
に
群
馬
県
渋
川
市
の
国
道

17
号
で
大
型
車
の
車
輪
脱
落

事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
︑
１
月
13
日
に
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
て
通
達

﹁
大
型
車
の
適
切
な
冬
用
タ

イ
ヤ
交
換
作
業
の
実
施
に
つ

い
て
（
協
力
依
頼
）﹂
を
発

出
し
た
︒

　

１
月
12
日
12
時
30
分
頃
︑

群
馬
県
渋
川
市
の
国
道
17
号

に
お
い
て
︑
走
行
中
の
大
型

貨
物
自
動
車
（
自
家
用
）
か

ら
左
後
輪
２
本
が
脱
落
︒
う

ち
１
本
が
歩
道
上
の
歩
行
者

に
衝
突
し
︑
ろ
っ
骨
を
折
る

な
ど
の
重
傷
を
負
わ
せ
た
︒

　

ま
た
︑
令
和
３
年
12
月
６

日
に
は
︑
広
島
県
内
の
高
速

道
路
に
お
い
て
︑
冬
用
タ
イ

ヤ
へ
の
交
換
作
業
か
ら
６
日

後
に
︑
事
業
用
大
型
ト
ラ
ッ

ク
の
左
後
輪
２
本
が
脱
落
︒

対
向
車
な
ど
に
衝
突
す
る
事

故
も
発
生
し
て
い
る
︒

　

車
輪
脱
落
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
は
︑
日
頃
の
日

常
点
検
の
励
行
︑
特
に
︑
運

行
前
の
大
型
車
の
デ
ィ
ス
ク

ホ
イ
ー
ル
の
取
り
付
け
状
態

の
確
認
を
確
実
に
行
う
な

ど
︑
未
然
防
止
措
置
を
講
じ

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な

っ
て
く
る
（
図
）︒

　

国
交
省
で

は
全
ト
協
会

員
事
業
者
に

対
し
︑
大
型

車
の
タ
イ
ヤ
交
換
時
に
は
︑改

め
て
﹁
自
動
車
の
点
検
及
び

整
備
に
関
す
る
手
引
き
﹂（
二

次
元
コ
ー
ド
㊨
）
や
︑
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
﹁
大
型
車

の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
﹂
の
プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
資
料
（
二
次
元
コ
ー
ド

㊧
）
を
確
認
し
︑
確
実
な
タ

イ
ヤ
交
換
作

業
を
実
施
す

る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒

 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
等
に

業
務
継
続
計
画
の
点
検
・

事
業
の
継
続
を
呼
び
か
け

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染

拡
大
を
受
け

　

政
府
は
１
月
７
日
︑
第
83

回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
を
開
催
し
︑

昨
今
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染

拡
大
を
受
け
︑﹁
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

基
本
的
対
処
方
針
﹂
の
内
容

を
変
更
し
た
︒

　

政
府
は
同
対
処
方
針
の
中

で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

を
は
じ
め
と
し
た
国
民
生
活

・
国
民
経
済
の
安
定
確
保
に

不
可
欠
な
業
務
を
行
う
事
業

者
に
対
し
て
︑
国
民
生
活
お

よ
び
国
民
経
済
安
定
の
た

め
︑
業
務
継
続
計
画
の
点
検

を
行
い
︑
事
業
の
継
続
を
図

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
を
取
り

巻
く
課
題
の
解
決
に
は
︑
Ｄ

Ｘ
の
力
が
必
要
不
可
欠
と
さ

れ
て
い
る
︒
そ
の
一
方
で
︑﹁
そ

も
そ
も
Ｄ
Ｘ
と
は
何
か
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
﹂︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
が
取
り
組
む
べ
き

Ｄ
Ｘ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
﹂︑﹁
Ｄ
Ｘ
が
必
要
な

こ
と
は
わ
か
っ
た
が
︑
何
か

ら
手
を
付
け
る
べ
き
な
の
か
﹂

な
ど
︑
疑
問
を
感
じ
て
い
る

会
員
事
業
者
も
少
な
く
な
い
︒

　

同
動
画
で
は
︑
全
３
回
シ

リ
ー
ズ
で
︑
物
流
Ｄ
Ｘ
の
進

め
方
等
に
つ
い
て
紹
介
︒
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
経

営
革
新
へ
の
参
考
に
な
る
内

容
と
し
た
︒

　

第
１
章
（﹁
Ｄ
Ｘ
と
は
何

か
﹂
を
理
解
す
る
）
は
︑
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

よ
り
閲
覧
可
能
︒
第
２
章

（﹁
物
流
Ｄ
Ｘ
﹂
を
理
解
す

る
）
は
１
月
下
旬
︑
ま
た
第

３
章
（﹁
物
流
Ｄ
Ｘ
の
進
め

方
﹂
を
理
解
す
る
）
は
２
月

上
旬
に
︑
そ
れ
ぞ
れ
全
ト
協

Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
予
定
︒

全
ト
協
Ｈ
Ｐ
に
「
次
世
代

・
新
技
術
車
両
情
報
」

新
規
バ
ナ
ー
を
作
成
し

情
報
提
供

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
自
動
運
転
や
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
︑﹁
次
世
代

・
新
技
術
車
両
﹂
の
情
報
を

一
元
的
に
ま
と
め
て
提
供
を

開
始
し
た
︒
日
本
自
動
車
工

業
会
が
公
表
し
て
い
る
﹁
自

動
運
転
ト
ラ
ッ
ク
に
向
け
た

課
題
と
取
り
組
み
~
ト
ラ
ッ

ク
隊
列
走
行
／
レ
ベ
ル
４
自

動
運
転
化
~
﹂
や
︑﹁
自
工

会
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
た
課
題
と
取
組
み

︱
﹃
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
﹄

に
対
す
る
考
え
方
と
展
望

︱
﹂
を
掲
載
（
い
ず
れ
も
会

員
専
用
ペ
ー
ジ
）し
て
い
る
︒

掲
載
場
所
は
︑
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

＜

会
員
の
皆
様
へ

＜

次
世
代

・
新
技
術
車
両
情
報
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
克
己
会
長
は
︑
１
月
13

日
に
滋
賀
県
大
津
市
の
び
わ

湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
令
和
３
年
度

﹁
名
神
名
阪
連
絡
道
路
建
設

促
進
大
会
﹂
に
出
席
し
︑
名

神
名
阪
連
絡
道
路
の
早
期
着

工
・
開
通
を
訴
え
た
︒

　

名
神
名
阪
連
絡
道
路
は
︑

名
神
高
速
道
路
八
日
市
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
︑
滋

賀
県
東
近
江
市
）
か
ら
新
名

神
高
速
道
路
甲
賀
土
山
Ｉ
Ｃ

（
同
甲
賀
市
）
を
経
て
︑
名

阪
国
道
上
柘
植
Ｉ
Ｃ
（
三
重

県
伊
賀
市
）
へ
至
る
地
域
高

規
格
道
路
で
︑
国
に
よ
る
調

査
区
間
に
指
定
さ
れ
て
い
る
︒

　

来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
し

た
坂
本
会
長
は
︑﹁
名
神
名

阪
連
絡
道
路
の
整
備
は
︑
安

重
要
物
流
道
路
に
指
定
し
て

い
た
だ
き
た
い
﹂
と
力
強
く

述
べ
た
︒

　

大
会
の
最
後
に
は
︑﹁
同

道
路
の
早
期
実
現
を
図
る
た

め
に
︑
調
査
費
の
重
点
的
な

配
分
と
︑
道
路
構
造
・
整
備

手
法
の
検
討
に
向
け
た
さ
ら

な
る
支
援
﹂︑﹁
同
道
路
の
全

区
間
に
つ
い
て
︑
重
要
物
流

道
路
の
候
補
路
線
へ
の
指
定
﹂

な
ど
か
ら
な
る
大
会
決
議
が

採
択
さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
同
大
会
に
は
田
中

亨
全
ト
協
副
会
長
（
滋
賀
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
と
小

林
俊
二
三
重
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
も
参
加
し
た
︒

全
・
安
心
か
つ
快
適
に
利
用

で
き
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
機
能
強
化
に
繋
が
る
︒
早

急
に
名
神
名
阪
連
絡
道
路
を

「
物
流
Ｄ
Ｘ
講
座
」
動
画

を
公
開

青
年
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
岩
田
享
也
部
会
長
）

は
こ
の
ほ
ど
︑
青
年
組
織
会

員
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す

る
た
め
︑﹁
物
流
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）講
座（
写
真
）﹂（
全

３
章
）の
動
画
を
制
作
し
た
︒

「大型車車輪脱落事故防止」啓発活動に関する「大型車車輪脱落事故防止」啓発活動に関する
アンケートにご協力ください ！!アンケートにご協力ください ！!

　全日本トラック協会では、国土交通省および
自動車関係団体等と連携して、平成 18年より
継続して「大型車車輪脱落事故防止キャンペー
ン」を実施しています。
　大型車の車輪脱落事故は、冬季かつタイヤ
履き替えの時期の発生が多いことから、全ト協な
どでは例年冬季に啓発活動を行っています。
　現在、全ト協ホームページ（HP）において、（一
社）日本自動車工業会によるアンケート調査を
実施しています。同アンケートへのご協力をお願
いします（回答期限：1月31日㈪）。

※�同アンケートは、全ト協HPのトップページにあ
る「アンケートバナー」よりアンケート用紙をプ
リントアウトして、FAXで回答をお願いします。

吉
田
会
長
が
ラ
ジ
オ
番
組

に
ゲ
ス
ト
出
演

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
吉
田
修
一
会
長
（
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
）は
︑

１
月
23
日
㈰
深
夜
３
時
~
５

時
（
24
日
㈪
早
朝
３
時
~
５

時
）
に
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
で
放

送
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
番
組
﹃
高

嶋
ひ
で
た
け
の
オ
ー
ル
ナ
イ

ト
ニ
ッ
ポ
ン
月
イ
チ
﹄
に
ゲ

ス
ト
出
演
す
る
︒

　

吉
田
会
長
は
業
界
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
︒

　

な
お
︑
吉
田
会
長
の
出
演

は
４
時
か
ら
の
予
定
︒

　

ま
た
︑
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

﹃
イ
キ
ナ
リ
！
ひ
で
チ
ャ
ン

ネ
ル
﹄
に
も
︑
吉
田
会
長
が

ゲ
ス
ト
出
演
す
る
（
計
３
回

・
１
月
18
日
・
19
日
・
20
日

の
各
朝
８
時
に
公
開
予
定
）︒

県
警
へ「
飲
酒
運
転
根
絶
」

ポ
ス
タ
ー
寄
贈

高
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

高
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
森
本
敬
一
会
長
）
は
︑
昨

年
６
月
千
葉
県
で
児
童
５
人

が
死
傷
し
た
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
を
受
け
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
お
よ
び
四
国
交

通
共
済
協
同
組
合
と
協
賛

し
︑
県
内
在
住
の
映
画
監
督

で
あ
る
安
藤
桃
子
氏
を
モ
デ

ル
に
飲
酒
運
転
根
絶
を
訴
え

る
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
（
写

真
）
を
作
成
し
︑
県
警
に
寄

贈
し
た
︒

　

令
和
３
年
12
月
24
日
︑
高

知
県
警
察
本
部
で
行
わ
れ
た

贈
呈
式
で
は
︑
森
本
会
長
が

﹁
我
々
は
こ
れ
か
ら
も
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
を
挙
げ
て
飲

酒
運
転
根
絶
に
取
り
組
ん
で

い
く
︒
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲

惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た

め
に
︑
思
い
を
込
め
た
ポ
ス

タ
ー
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
﹂
と
︑
熊
坂
隆
県

警
本
部
長
に
手
渡
し
た
︒

　

贈
呈
式
に
は
安
藤
監
督
も

出
席
し
﹁
大
好
き
な
高
知
の

大
切
な
皆
様
の
安
全
を
願
っ

て
い
ま
す
﹂
と
︑
協
力
へ
の

趣
旨
を
述
べ
た
︒
ポ
ス
タ
ー

に
は
︑
安
藤
監
督
の
自
筆
に

よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
添
え
ら

れ
て
い
る
︒
ポ
ス
タ
ー
は
県

警
の
協
力
に
よ
り
︑
酒
類
を

提
供
す
る
店
舗
︑
酒
販
店
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な

ど
に
も
配
布
さ
れ
︑
県
下
一

円
に
飲
酒
運
転
根
絶
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
︒

熊坂県警本部長（左）へポスターを贈呈する森
本会長（令和3年１2月24日、高知県警本部）

藤井直樹国土交通審議官

　全日本トラック協会の坂本克己会長は1月7日、国土交通省など関係官庁を訪問し、
軽油価格高騰対策などについて要望活動を行った。国交省関係では、藤井直樹国土交
通審議官、秡川直也自動車局長、村山一弥道路局長を、また、警察庁関係では、橘芳
伸交通局長を訪問した。なお、一連の訪問については、全国ハイヤー・タクシー連合
会の川鍋一朗会長、日本バス協会の清水一郎会長も同席した。（1面に関連）

秡川直也自動車局長

村山一弥道路局長

楠芳伸警察庁交通局長

（
１
月
20
日
〜
31
日
）

▽
１
月
20
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
３
回
総
務
委
員
会

▽
１
月
25
日

・
第
３
回
道
路
委
員
会

国交省・警察庁幹部を表敬訪問

図　車輪脱落事故防止のための４つのポイント

名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
早
期
重
要

物
流
道
路
指
定
を
訴
え
る
坂
本
会
長

（
１
月
13
日
、
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
）

名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
重
要
物
流

道
路
指
定
・
早
期
整
備
を
訴
え

坂
本
会
長
が
建
設
促
進
大
会
に
出
席
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

今
冬
は
︑
近
年
に
な
く
寒
い
年

末
年
始
に
な
っ
た
︒
と
く
に
北
海

道
や
東
北
地
方
︑
日
本
海
側
で
は

大
雪
に
見
舞
わ
れ
︑
新
年
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
務
し
て
い
る
ド
ラ
イ

バ
ー
の
人
た
ち
は
︑
大
変
な
苦
労

を
し
て
い
る
だ
ろ
う
︒

　

し
か
し
︑
雪
に
よ
る
高
速
道
路

上
で
の
立
ち
往
生
は
そ
れ
ほ
ど
で

も
な
か
っ
た
︒
こ
れ
は
過
去
の
教

訓
か
ら
︑
高
速
道
路
各
会
社
が
あ

ら
か
じ
め
通
行
規
制
を
し
た
こ
と

に
も
よ
る
︒
ま
た
︑
工
場
は
年
末

年
始
に
休
む
の
で
︑
製
造
業
の
荷

主
な
ら
荷
動
き
が
少
な
い
︒
さ
ら

に
今
年
は
︑
正
月
を
休
業
に
し
た

小
売
業
や
外
食
業
も
あ
っ
た
た

め
︑
通
常
よ
り
荷
動
き
が
少
な
か

っ
た
こ
と
も
影
響
し
た
だ
ろ
う
︒

　

だ
が
﹁
輸
送
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
目
安
の

設
定
﹂
の
通
達
に
準
拠
し
て
︑
自

社
判
断
で
運
行
を
中
止

し
た
事
業
者
が
ど
の
く

ら
い
い
た
だ
ろ
う
か
︒

﹁
通
達
な
ど
の
事
業
を

遂
行
す
る
諸
条
件
の
変

化
に
対
応
し
︑
経
営
に

有
効
に
活
か
す
こ
と
﹂

は
今
後
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る
︒

　

今
年
な
い
し
は
令
和

４
年
度
中
の
事
業
遂
行
条
件
の

変
化
で
は
︑
19
歳
（
普
通
自
動

車
免
許
保
有
歴
１
年
以
上
）
か

ら
の
大
型
運
転
免
許
の
受
験
資

格
や
︑乗
務
後
点
呼
の
自
動
（
ロ

ボ
ッ
ト
）
点
呼
な
ど
が
予
想
さ

れ
る
︒
い
ず
れ
も
﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に

と
っ
て
は
喜
ば
し

い
事
業
条
件
の

変
更
だ
が
︑
重

要
な
の
は
そ
れ

を
活
か
す
こ
と

が
で
き
る
か
ど

う
か
﹂で
あ
る
︒

　

例
え
ば
︑
大

型
免
許
の
受
験

資
格
を
得
て
試

験
に
合
格
す
れ

ば
︑
19
歳
で
も

大
型
車
へ
の
乗

務
が
可
能
に
な

る
︒
18
歳
の
若

い
ド
ラ
イ
バ
ー

を
採
用
で
き
る

か
否
か
は
別
に
し
て
︑﹁
従
業

員
が
19
歳
で
大
型
免
許
を
取
得

し
て
も
︑
す
ぐ
に
大
型
車
に
乗

務
さ
せ
て
良
い
か
ど
う
か
は
別

問
題
﹂
だ
︒
現
行
で
は
受
験
資

格
が
21
歳
（
同
３
年
以
上
）
な

の
で
︑
２
年
の
短
縮
に
な
る
︒

そ
れ
だ
け
運
転
経
験
や
仕
事
に
対

す
る
熟
練
度
が
違
う
︒
ま
た
︑
個

人
差
は
あ
る
だ
ろ
う
が
︑
社
会
的

責
任
感
と
い
っ
た
点
も
考
慮
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
る
︒
つ
ま
り
︑

事
業
遂
行
の
外
的
条
件
が
変
わ
っ

て
も
︑
そ
れ
を
経
営
に
有
効
に
活

か
す
内
的
条
件
を
整
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︒﹁
運
転
免
許
と
い
う

資
格
だ
け
で
は
な
く
︑
安
心
し
て

大
型
車
に
乗
務
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
︑
資
質
の
社
内
的

な
判
断
基
準
の
整
備
﹂
で
あ
る
︒

　

乗
務
後
の
ロ
ボ
ッ
ト
点
呼
も
同

様
だ
︒
お
そ
ら
く
︑
一
気
に
完
全

ロ
ボ
ッ
ト
化
と
は
な
ら
ず
︑
条
件

付
き
容
認
に
な
る
だ
ろ
う
︒
自
動

車
の
自
動
運
転
に
例
え
る
な
ら
︑

一
気
に
レ
ベ
ル
５
に
は
で
き
な
い

が
︑
レ
ベ
ル
３
で
は
合
理
化
や
効

率
化
に
な
ら
な
い
︒
そ
こ
で
レ
ベ

ル
４
ぐ
ら
い
が
予
想
さ
れ
る
︒
だ

が
︑
初
め
て
点
呼
ロ
ボ
ッ
ト
を
導

入
す
る
事
業
者
に
お
い
て
は
︑﹁
自

社
の
実
情
に
合
っ
た
諸
機
能
を
も

っ
た
点
呼
ロ
ボ
ッ
ト
に
す
る
︒
実

際
の
運
用
面
で
は
︑
当
初
は
自
動

運
転
の
レ
ベ
ル
３
程
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
態
勢
﹂
な
ど
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

　

事
業
条
件
の
変
化
へ
の
対
応
力

が
問
わ
れ
る
年
で
あ
る
︒

第
293
回

問われる事業条件の変化への対応力

　
　
　
　

︻
解
説
︼
使
用
者
の
懲
戒
権
の
法
的

根
拠
に
つ
い
て
︑
最
高
裁
は
︑
就
業
規

則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
制
裁
と
し

て
懲
戒
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

判
示
（
昭
和
54
年
10
月
30
日
最
高
裁

第
３
小
法
廷
判
決
︑
国
鉄
札
幌
運
転

区
事
件
）
し
て
い
ま
す
の
で
︑
使
用
者

が
労
働
者
に
対
し
懲
戒
処
分
を
行
う

た
め
に
は
︑
そ
の
前
提
と
し
て
就
業
規

則
で
懲
戒
規
定
を
定
め
て
お
く
こ
と
が

　
先
日
、
同
業
者
の
集
ま
り
で
、

「
労
働
者
に
対
す
る
懲
戒
処
分
は

就
業
規
則
に
懲
戒
規
定
が
な
け
れ

ば
で
き
な
い
」
と
聞
き
ま
し
た
。

そ
う
し
ま
す
と
、
労
働
者
が
10
人

未
満
の
弊
社
で
は
就
業
規
則
を
作

っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
懲
戒
処
分

は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。  第241回 

10人未満で就業
規則ないが懲戒

処分できるか
必
要
に
な
り
ま
す
︒
そ
し
て
︑
別
の

最
高
裁
判
例
で
は
﹁
就
業
規
則
が
法

的
規
範
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
も

の
と
し
て
拘
束
力
を
生
ず
る
た
め
に

は
︑
そ
の
内
容
を
適
用
を
受
け
る
事

業
場
の
労
働
者
に
周
知
さ
せ
る
手
続

が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
﹂

（
平
成
15
年
10
月
10
日
最
高
裁
第
２

小
法
廷
判
決
︑
フ
ジ
興
産
事
件
）
と

し
て
い
ま
す
の
で
︑
懲
戒
処
分
が
有

効
と
さ
れ
る
た
め
に
は
︑
さ
ら
に
就

業
規
則
の
内
容
が
事
前
に
労
働
者
に

周
知
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

そ
こ
で
次
に
︑
ご
質
問
の
よ
う
に
︑

規
模
10
人
未
満
の
︑
就
業
規
則
の
作

成
義
務
の
な
い
事
業
場
の
場
合
は
ど

う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な

っ
て
き
ま
す
︒
し
か
し
︑
こ
の
点
に
つ

い
て
︑
労
働
契
約
に
関
す
る
ル
ー
ル

の
見
直
し
を
行
っ
た
厚
生
労
働
省
の

﹁
今
後
の
労
働
契
約
法
制
の
在
り
方

に
関
す
る
研
究
会
﹂
の
報
告
書
（
平

成
17
年
９
月
）
で
は
︑﹁
就
業
規
則
作

成
義
務
の
な
い
小
規
模
事
業
場
に
お

い
て
も
︑
個
別
の
労
働
契
約
等
で
懲

戒
の
根
拠
が
合
意
さ
れ
て
い
れ
ば
︑

使
用
者
は
懲
戒
権
を
行
使
し
得
る
こ

と
に
は
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
﹂

と
し
て
い
ま
す
︒
つ
ま
り
︑
個
々
の
労

働
契
約
の
中
に
懲
戒
規
定
の
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
れ
ば
︑
懲
戒
処
分

も
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
す
︒
も
ち

ろ
ん
︑
個
々
の
労
働
契
約
と
な
る
と

大
変
な
た
め
︑
就
業
規
則
と
い
う
か

た
ち
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
︑
御
社

で
も
早
速
そ
の
作
成
に
取
り
組
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
︒
労
働
基

準
法
上
︑
10
人
未
満
の
事
業
場
で
は

第
89
条
の
就
業
規
則
の
作
成
・
届
出

義
務
等
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
︑
そ

の
効
力
に
何
ら
変
わ
り
は
な
い
か
ら

で
す
︒
た
だ
し
︑
作
成
・
届
出
義
務

等
が
な
く
て
も
︑
い
っ
た
ん
就
業
規
則

を
作
成
し
懲
戒
規
定
を
設
け
れ
ば
︑

減
給
処
分
の
制
限
を
定
め
た
同
法
第

91
条
な
ど
の
法
的
規
制
の
適
用
は
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

　

あ
と
は
︑
懲
戒
規
定
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
︑
懲
戒
の
種
類
・
程
度
（
労

基
法
第
89
条
第
９
項
）
を
職
場
の
実

態
に
合
わ
せ
で
き
る
だ
け
具
体
的
に

定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
前
掲

の
フ
ジ
興
産
事
件
の
最
高
裁
判
例
で
も

﹁
使
用
者
が
労
働
者
を
懲
戒
す
る
に

は
︑
あ
ら
か
じ
め
就
業
規
則
に
お
い

て
懲
戒
の
種
別
及
び
事
由
を
定
め
て

お
く
こ
と
を
要
す
る
﹂と
し
て
い
ま
す
︒

と
は
い
え
︑
実
際
の
労
働
者
の
企
業

秩
序
違
反
行
為
は
多
種
多
様
で
あ
り
︑

そ
れ
を
懲
戒
事
由
と
し
て
網
羅
的
に

列
挙
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
︒
そ
れ

で
は
︑
就
業
規
則
で
定
め
た
懲
戒
事

由
や
種
類
に
該
当
し
な
い
行
為
以
外

は
懲
戒
の
対
象
に
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
︑﹁
そ

の
他
前
各
号
に
準
ず
る
不
適
切
な
行

為
が
あ
っ
た
と
き
﹂
と
い
っ
た
一
般
条

項
（
包
括
的
懲
戒
事
由
）
を
設
け
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
︒
た
だ
し
︑

そ
の
場
合
で
も
︑
懲
戒
権
の
濫
用
を

規
制
し
た
労
働
契
約
法
第
15
条
に
違

反
し
な
い
よ
う
留
意
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
︒

Ａ�

小
規
模
で
も
作
成
す
れ
ば

法
的
効
果
は
同
じ
で
可
能

　

国
土
交
通
省
は
令
和
３
年

12
月
27
日
︑﹁
遠
隔
点
呼
実

施
要
領
﹂
を
公
表
し
た
︒
自

動
車
運
送
事
業
に
お
け
る
運

行
管
理
に
つ
い
て
は
︑
道
路

運
送
法
ま
た
は
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
体
系
に
お
い

て
︑
輸
送
の
安
全
の
確
保
の

た
め
︑
自
動
車
運
送
事
業
者

が
営
業
所
に
運
行
管
理
者
を

配
置
し
︑
原
則
と
し
て
対
面

に
よ
り
点
呼
を
行
い
必
要
な

指
示
を
与
え
る
こ
と
等
が
定

め
ら
れ
て
い
る
︒
そ
の
一
方

で
︑
近
年
は
︑
運
行
管
理
に

活
用
可
能
な
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
発
展
が
目
覚

ま
し
く
︑
同
年
３
月
に
策
定

さ
れ
た
﹁
事
業
用
自
動
車
総

合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
﹂

で
も
︑﹁
高
度
な
点
呼
機
器

の
活
用
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
点
呼

（
遠
隔
点
呼
）
の
対
象
拡
大

を
検
討
﹂
す
る
と
明
記
さ
れ

た
こ
と
等
を
踏
ま
え
て
︑
同

省
で
は
同
年
３
月
に
運
行
管

理
高
度
化
検
討
会
（
座
長
=

寺
田
一
薫
東
京
海
洋
大
学
大

学
院
流
通
情
報
工
学
部
門
教

授
）
を
設
置
し
︑
他
営
業
所

の
運
転
者
に
対
す
る
遠
隔
点

呼
の
課
題
整
理
な
ど
︑
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
運
行
管
理
の

高
度
化
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
き
た
︒

　

同
検
討
会
は
同
年
12
月
22

日
︑
遠
隔
点
呼
に
使
用
す
る

機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
要
件
や

運
営
上
の
遵
守
事
項
等
︑
対

面
で
の
点
呼
と
同
等
の
確
実

性
を
担
保
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
項
目
を
と
り
ま
と
め

た
こ
と
か
ら
︑
４
年
４
月
以

降
︑
同
検
討
会
の
監
督
下
に

お
い
て
遠
隔
点
呼
実
施
要
領

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
遠
隔

点
呼
の
実
施
が
可
能
と
な
っ

た
︒

　

同
検
討
会
の
最
終
取
り
ま

と
め
で
は
︑
遠
隔
点
呼
の
確

実
性
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
︑﹁
遠
隔
点
呼

は
そ
の
確
実
性
が
損
な
わ
れ

な
い
﹂︑﹁
従
来
の
対
面
点
呼

と
同
等
の
確
実
性
が
担
保
さ

れ
る
﹂
と
し
︑
実
施
要
件
と

し
て
︑
①
遠
隔
点
呼
に
使
用

す
る
機
器
・
シ
ス
テ
ム
が
満

た
す
べ
き
要
件
︑
②
遠
隔
点

呼
を
実
施
す
る
場
所
が
満
た

す
べ
き
施
設
・
環
境
要
件
︑

③
運
用
上
の
遵
守
事
項
︱
︱

の
３
点
の
要
件
を
設
定
し
た
︒

　

な
お
︑
輸
送
の
安
全
に
関

す
る
取
り
組
み
が
優
良
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
営
業
所
に

お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
現

行
の
Ｉ
Ｔ
点
呼
に
つ
い
て
は
︑

遠
隔
点
呼
実
施
要
領
の
規
定

に
関
わ
ら
ず
︑
こ
れ
ま
で
ど

お
り
取
り
扱
わ
れ
る
︒

　

遠
隔
点
呼
実
施
要
領
の
全

文
は
︑
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
・
二
次
元

コ
ー
ド
）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
︒

 
「
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
踏
切
事
故
」

な
ど
３
件
の
報
告
書
を
公
表

事
業
用
自
動
車
事
故

調
査
委
員
会

　

国
土
交
通
省
事
業
用
自
動

車
事
故
調
査
委
員
会
（
酒
井

一
博
委
員
長
）
は
令
和
３
年

12
月
24
日
︑
新
た
に
３
件
の

事
業
用
自
動
車
事
故
調
査
報

告
書
を
公
表
し
た
︒

　

今
回
公
表
さ
れ
た
事
案

は
︑
神
奈
川
県
横
浜
市
で
発

生
し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
踏

切
事
故
（
元
年
９
月
５
日
発

生
︑
特
別
重
要
調
査
対
象
事

故
）︑
大
阪
府
堺
市
で
発
生

し
た
中
型
ト
ラ
ッ
ク
の
追
突

事
故（
元
年
５
月
８
日
発
生
︑

重
要
調
査
対
象
事
故
）︑
滋

賀
県
高
島
市
で
発
生
し
た
大

型
ト
ラ
ッ
ク
の
衝
突
事
故

（
元
年
10
月
27
日
発
生
︑同
）

︱
︱
の
３
件
︒
こ
れ
ら
の
事

案
で
は
︑
点
呼
の
一
部
未
実

施
や
運
転
者
に
対
す
る
指
導

教
育
が
不
十
分
で
あ
る
な

ど
︑
不
適
切
な
運
行
管
理
が

原
因
の
ひ
と
つ
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
同
報
告
書

を
運
行
管
理
者
や
運
転
者
へ

の
指
導
教
育
に
活
用
し
︑
よ

り
一
層
の
安
全
運
行
に
努
め

る
よ
う
︑
運
送
事
業
者
に
対

し
て
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
報
告
書
は
︑
同

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

よ
り
確
認
す

る
こ
と
が
で

き
る
︒

 

限
度
超
過
車
両
の
新
た
な
通

行
確
認
制
度
の
試
行
を
開
始

２
月
７
日
㈪
か
ら

　

国
土
交
通
省
は
令
和
３
年

12
月
24
日
︑
限
度
超
過
車
両

の
新
た
な
通
行
確
認
制
度
の

運
用
が
４
年
４
月
１
日
よ
り

開
始
さ
れ
る
の
を
受
け
︑
２

月
７
日
㈪
か
ら
試
行
を
開
始

す
る
と
発
表
し
た
︒

　

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る

﹁
道
路
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
２
年
法
律

第
31
号
）﹂
に
よ
り
新
た
に

創
設
さ
れ
る
︑
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
に
よ
る
新
た
な
特
殊

車
両
通
行
制
度
で
は
︑
限
度

超
過
車
両
を
通
行
さ
せ
よ
う

と
す
る
者
が
︑
あ
ら
か
じ
め

国
の
登
録
を
受
け
た
車
両
に

つ
い
て
︑
通
行
可
能
な
経
路

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
即
時
に
確

認
し
︑
通
行
で
き
る
よ
う
に

な
る
︒
国
交
省
で
は
︑
円
滑

な
運
用
開
始
に
向
け
︑
実
際

の
運
用
が
始
ま
る
前
に
︑
申

請
者
に
使
い
勝
手
を
試
し
て

も
ら
う
た
め
に
︑
試
行
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑詳
細
に
つ
い
て
は
︑

次
号
以
降
の
﹃
広
報
と
ら
っ

く
﹄
で
紹
介
す
る
予
定
︒

 

﹁
放
射
性
物
質
安
全
輸
送

講
習
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
に
変
更

追
加
申
込
受
付
中

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま

ん
延
防
止
対
策
の
観
点
か

ら
︑
令
和
３
年
度
﹁
放
射
性

物
質
安
全
輸
送
講
習
会
﹂
に

つ
い
て
︑
実
開
催
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
へ
と
変
更
す
る
︒

　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
伴
い
︑

現
在
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
﹁
令
和
３
年
度
放
射
性
物

質
安
全
輸
送
講
習
会
の
開

催
﹂
ペ
ー
ジ
で
は
︑
追
加
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る

（
※
既
に
申
し
込
み
済
の
場

合
︑
追
加
対
応
不
要
）︒

　

現
在
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
る
の
は
︑
①
基
礎
コ

ー
ス
（
１
月
28
日
㈮
）︑
②

核
燃
料
輸
送
コ
ー
ス
（
２
月

１
日
㈫
）︑
③
Ｒ
Ｉ
（
ラ
ジ

オ
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
）
輸
送
コ

ー
ス
（
３
月
７
日
㈪
）
︱
︱

の
３
回
︒

　

問
い
合
わ
せ
は
︑
国
交
省

大
臣
官
房
参
事
官
（
運
輸
安

全
防
災
）
講
習
会
担
当
（
☎

03
・
５
２
５
３
・
８
１
１
１

︹
内
線
２
５
６
２
４
︺）ま
で
︒

 

営
業
用
自
動
車
輸
送
量
は

令
和
３
、
４
年
度
と
２
年

連
続
の
プ
ラ
ス
を
見
込
む

経
済
と
貨
物
輸
送
の
見
通
し

　

㈱
Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所
（
旧

・
㈱
日
通
総
合
研
究
所
）
は

こ
の
ほ
ど
︑﹁
２
０
２
１
・
２

０
２
２
年
度
の
経
済
と
貨
物

輸
送
の
見
直
し
﹂
を
公
表
し

た
︒

　

令
和
３
年
度
下
期
の
国
内

貨
物
輸
送
に
つ
い
て
は
︑
消

費
関
連
貨
物
お
よ
び
生
産
関

連
貨
物
が
引
き
続
き
堅
調
に

推
移
す
る
一
方
︑
建
設
関
連

積
載
に
関
す
る
制
限
を

緩
和
へ

改
正
道
路
交
通
法
施
行

令
を
５
月
13
日
よ
り
施
行

　

警
察
庁
は
︑
自
動
車
の
積

載
の
制
限
に
係
る
道
路
交
通

法
施
行
令
を
５
月
13
日
よ
り

施
行
す
る
︒

　

道
路
交
通
法
施
行
令
第
22

条
で
は
︑
自
動
車
の
積
載
物

の
大
き
さ
や
積
載
の
方
法
に

つ
い
て
制
限
す
る
﹁
自
動
車

の
積
載
の
制
限
﹂
に
つ
い
て

規
定
し
て
い
る
︒

　

警
察
庁
で
は
︑
同
改
正
に

あ
た
り
︑
自
動
車
の
車
体
か

ら
は
み
出
し
て
積
載
可
能
な

長
さ
・
幅
を
確
認
す
る
た
め

の
走
行
実
験
を
実
施
︒
そ
の

結
果
︑
自
動
車
の
走
行
安
定

性
等
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
︑

周
囲
の
交
通
に
与
え
る
影
響

「
業
務
改
善
助
成
金
」

に
特
例
コ
ー
ス
を
設
定

申
請
締
切
は
３
月
31
日

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
13
日
︑

﹁
業
務
改
善
助
成
金
﹂
に
特

例
コ
ー
ス
を
新
た
に
設
け
る

こ
と
を
発
表
し
た
︒

　

同
助
成
金
制
度
は
︑
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
生

が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
等
が

確
認
さ
れ
た
範
囲
内
で
︑
積

載
に
関
す
る
制
限
を
緩
和
す

産
性
向
上
を
支
援
し
︑
事
業

場
内
最
低
賃
金
の
引
上
げ
を

図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る

も
の
︒
今
回
新
設
さ
れ
た
特

例
コ
ー
ス
で
は
︑
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
︑
特
に
業
況
が
厳
し

い
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
を
対
象
に
︑
特
例
的
に
助

成
対
象
と
な
る
経
費
の
範
囲

を
拡
大
し
て
い
る
︒

　

特
例
コ
ー
ス
の
対
象
事
業

者
は
︑
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
︑
売
上
高
ま
た
は
生
産
量

等
を
示
す
指
標
の
３
年
４
月

か
ら
同
年
12
月
ま
で
の
連
続

し
た
任
意
の
３
か
月
間
の
平

均
値
が
︑
前
年
ま
た
は
前
々

年
同
期
に
比
べ
︑
30
％
以
上

貨
物
が
下
押
し
す
る
こ
と

で
︑
ト
ー
タ
ル
で
は
１
％
強

の
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
見
込

む
︒３
年
度
全
体
で
は
１
・
７

％
増
と
︑
５
年
ぶ
り
に
プ
ラ

ス
へ
転
換
す
る
と
み
て
い
る
︒

　

４
年
度
の
国
内
貨
物
輸
送

は
︑
１
・
３
％
増
と
︑
２
年

連
続
の
プ
ラ
ス
を
見
込
ん
で

い
る
︒
消
費
関
連
貨
物
に
は

通
期
で
１
・
４
％
の
プ
ラ
ス

が
見
込
ま
れ
る
が
︑コ
ロ
ナ
前

（
元
年
度
）
の
水
準
に
は
遠

く
及
ば
な
い
と
み
て
い
る
︒

ま
た
︑
生
産
関
連
貨
物
に
は

５
％
近
い
伸
び
が
期
待
さ
れ

る
一
方
︑
大
規
模
土
木
工
事

の
執
行
が
期
待
で
き
な
い
中

で
︑
建
設
関
連
貨
物
は
１
％

台
半
ば
の
減
少
に
な
る
と
み

て
い
る
︒

　

営
業
用
自
動
車
輸
送
で

は
︑
３
年
度
︑
４
年
度
と
２

年
連
続
の
プ
ラ
ス
を
見
込
ん

で
い
る
︒

　

前
年
度
大
幅
減
の
反
動
に

よ
り
︑
３
年
度
は
１
・
１
％

増
と
２
年
ぶ
り
に
プ
ラ
ス
へ

反
転
︒
個
人
消
費
︑
設
備
投

資
︑
鉱
工
業
生
産
の
回
復
に

伴
い
︑
消
費
関
連
貨
物
お
よ

び
生
産
関
連
貨
物
が
総
じ
て

堅
調
に
推
移
す
る
一
方
︑
新

設
住
宅
着
工
戸
数
が
伸
び
悩

む
ほ
か
︑
大
規
模
公
共
土
木

工
事
の
執
行
が
期
待
で
き
な

い
中
で
︑
建
設
関
連
貨
物
は

低
調
に
推
移
す
る
と
し
て
い

る
︒

　

４
年
度
は
︑
２
・
２
％
増

と
︑前
年
度
よ
り
若
干
加
速
︒

消
費
関
連
貨
物
お
よ
び
生
産

関
連
貨
物
に
つ
い
て
は
︑
引

き
続
き
堅
調
な
動
き
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
︑
公
共
投
資

や
住
宅
投
資
の
伸
び
悩
み
な

ど
か
ら
建
設
関
連
貨
物
は
低

調
と
な
り
︑
ト
ー
タ
ル
の
輸

送
量
は
２
・
２
％
増
に
留
ま

る
と
し
て
い
る
︒

る
こ
と
と
し
た
︒

　

な
お
︑
改
正
の
概
要
は
表

の
通
り
︒

 

５
年
連
続
で
最
少
を
更
新

令
和
３
年
中
の

交
通
事
故
死
者
数

　

警
察
庁
は
１
月
４
日
︑
令

和
３
年
中
の
交
通
事
故
死
者

数
を
発
表
し
た
︒

　

３
年
中
の
交
通
事
故
死
者

数
（
24
時
間
以
内
）
は
２
６

３
６
人
（
前
年
比
２
０
３
人

減
）
で
︑
警
察
庁
が
保
有
す

る
昭
和
23
年
か
ら
の
統
計

で
︑
５
年
連
続
で
最
少
を
更

新
し
た
︒

　

都
道
府
県
別
で
は
︑
神
奈

川
県
が
１
４
２
人
と
最
も
多

く
︑
次
い
で
大
阪
府
（
１
４

０
人
）︑東
京
都（
１
３
３
人
）

の
順
と
な
っ
た
︒

減
少
し
て
い
る
事
業
者
︑
②

３
年
７
月
16
日
か
ら
同
年
12

月
末
ま
で
の
間
に
︑
事
業
場

内
最
低
賃
金
を
30
円
以
上
引

き
上
げ
て
い
る
事
業
者
（
引

き
上
げ
る
前
の
事
業
場
内
最

低
賃
金
と
地
域
別
最
低
賃
金

の
差
額
が
30
円
以
内
の
事
業

場
に
限
る
）︒
生
産
性
向
上

の
た
め
の
設
備
投
資
等
の
費

用
（
関
連
す
る
経
費
も
助
成

対
象
と
な
る
）
に
助
成
率
４

分
の
３
を
乗
じ
て
算
出
し
た

額
が
助
成
さ
れ
る
（
千
円
未

満
端
数
切
り
捨
て
）︒
助
成

上
限
額
は
１
０
０
万
円
︒

　

申
請
締
切
は
３
月
31
日
㈭

（
予
算
額
に
達
し
た
場
合
︑

申
請
期
間
内
に
募
集
を
終
了

す
る
場
合
が
あ
る
）︒

　

詳
細
は
︑
厚
労
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

３
年
度
ト
ラ
ッ
ク
実
態
調

査
の
結
果
を
報
告

改
善
基
準
告
示
見
直
し
に
向
け
て

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
14

日
︑
第
７
回
﹁
労
働
政
策
審

議
会
労
働
条
件
分
科
会
自
動

車
運
転
者
労
働
時
間
等
専
門

委
員
会
﹂（
委
員
長
=
藤
村

博
之
法
政
大
学
大
学
院
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

研
究
科
教
授
）を
開
催
し
た
︒

　

会
議
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
に

お
け
る
自
動
車
運
転
者
の
労

働
時
間
等
に
係
る
令
和
３
年

度
の
実
態
調
査
結
果
の
概
要

お
よ
び
３
業
態
の
自
動
車
運

転
者
の
労
働
時
間
等
に
係
る

疲
労
度
調
査
結
果
の
概
要
に

つ
い
て
︑報
告
が
行
わ
れ
た
︒

ま
た
︑
労
使
双
方
に
よ
る
拘

束
時
間
や
運
転
時
間
︑
休
息

時
間
等
の
考
え
方
に
つ
い
て
︑

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
︒
今

後
の
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
︑

バ
ス
に
つ
い
て
は
︑
３
月
を
目

途
に
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク

に
つ
い
て
は
︑
今
回
の
実
態

調
査
結
果
を
踏
ま
え
︑
７
月

頃
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
︑

議
論
が
行
わ
れ
る
︒

 

「
健
康
保
持
増
進
指
針
」

一
部
改
正

適
正
な
労
働
者
の
健
康
管
理

を
呼
び
か
け

　

厚
生
労
働
省
は
令
和
３
年

12
月
28
日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
対
し
て
通
達
﹁﹃
事

業
場
に
お
け
る
労
働
者
の
健

康
保
持
増
進
の
た
め
の
指
針

の
一
部
を
改
正
す
る
件
﹄
の

周
知
に
つ
い
て
﹂
を
発
出
︒

事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
の

健
康
保
持
増
進
の
た
め
の
指

針
の
一
部
改
正
が
４
年
１
月

１
日
か
ら
適
用
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
︑
指
針
に
基
づ
き
労

働
者
の
健
康
管
理
が
適
正
に

行
わ
れ
る
よ
う
︑
全
ト
協
に

対
し
て
会
員
事
業
者
へ
の
周

知
を
求
め
た
︒

　

同
改
正
は
︑
健
康
保
険
法

（
大
正
11
年
法
律
第
70
号
）

等
の
一
部
改
正
に
よ
り
︑
１

月
１
日
か
ら
︑
健
康
保
険
組

合
な
ど
の
医
療
保
険
者
が
健

康
保
険
法
に
基
づ
き
保
険
事

業
を
実
施
す
る
上
で
必
要
と

認
め
る
と
き
は
︑
事
業
者
に

対
し
て
40
歳
未
満
の
労
働
者

の
健
康
診
断
情
報
の
提
供
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
た
も

の
︒
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

に
関
し
て
︑
医
療
保
険
者
か

ら
定
期
健
康
診
断
に
関
す
る

記
録
の
写
し
の
提
供
の
求
め

が
あ
っ
た
場
合
に
︑
事
業
者

が
当
該
記
録
の
写
し
を
医
療

保
険
者
に
提
供
す
る
こ
と

は
︑
健
康
保
険
法
第
１
５
０

条
第
３
項
等
の
規
定
に
基
づ

く
義
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

第
三
者
提
供
に
係
る
本
人
の

同
意
が
不
要
で
あ
る
旨
を
追

加
し
て
い
る
︒

令和３年度「『ホワイト物流』推進運動セミナー」
オンラインセミナーにて開催（全 6回）

　国土交通省では、「ホワイト物流」推進運動のさらなる推進
のため、令和４年３月まで月１回「『ホワイト物流』推進運動
セミナー」を開催しています。
　同セミナーでは、同運動に取り組んでいる事業者が、各種
取組事例について紹介します。

■開催日程・セミナープログラム
・第５回：2月9日㈬　13:00～ 15:55
・「ホワイト物流」推進運動の紹介（動画）
・�最近の物流政策について（仮）�（講師：国土交通省自動車局貨
物課）

・�物流効率化への取組み～荷主だからできること、取り組んで
欲しいこと～（講師：㈱富士通総研）

・メーカー・卸間における車両相互活用の取組
（講師：アサヒビール㈱）

・�自動化・省人化への取組みと“はこぶ”プラットフォームの
創造

（講師：トランコム㈱）
※�下線の内容は、全講演共通。
　なお、第６回については本紙にて内容をお知らせします。

■参加申し込み
　セミナーは事前申込制で参加無料です。申
し込みは、「『ホワイト物流』推進運動セミ
ナー参加申し込みフォーム」（二次元コード）
からオンラインで行うことができます。

国交省

４
月
１
日
か
ら
事
業
者
の
申
請

開
始

「
遠
隔
点
呼
実
施
要
領
」を
公
表

表　改正の概要
現行（改正前） 令和 4年 5月 13日～（改正後）

長さ 幅 長さ 幅
積載物の大きさ
の制限（施行令
第22条第3号）

自動車の長さにその長
さの 10 分の 1 の長さ
を加えたもの

自動車の幅
自動車の長さにその長
さの 10 分の 2 の長さ
を加えたもの

自動車の幅にその幅
の 10 分の 2 の幅を
加えたもの

積載の方法の制
限（施行令第 22
条第 4号）

自動車の車体の前後か
ら自動車の長さの 10
分の 1の長さを超えて
はみ出さないこと

自動車の車
体の左右か
らはみ出さ
ないこと

自動車の車体の前後か
ら自動車の長さの 10
分の 1の長さを超えて
はみ出さないこと

自動車の車体の左右
から自動車の幅の 10
分の 1 の幅を超えて
はみ出さないこと
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と
し
て
応
募
︑
登
録
審
査
を

経
て
︑
同
年
５
月
に
正
式
に

登
録
さ
れ
た
︒

　
﹁
当
初
は
手
探
り
の
取
り

組
み
で
し
た
が
︑
検
討
を
重

ね
る
う
ち
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
協

会
自
体
が
元
々
公
共
性
の
高

い
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ

と
︑
ま
た
︑
現
在
実
施
中
の

事
業
の
多
く
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

対
応
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
︒
さ
ら
に
︑
将
来

的
に
会
員
事
業
者
の
皆
様
に

も
推
奨
し
て
い
く
立
場
に
な

り
ま
す
か
ら
︑﹃
ま
ず
は
事

業
者
団
体
と
し
て
︑
率
先
し

て
登
録
を
受
け
よ
う
﹄
と
い

う
考
え
も
あ
り
ま
し
た
︒
登

録
に
あ
た
っ
て
は
︑﹃
新
た
な

事
業
を
創
設
す
る
﹄
と
い
う

よ
り
は
︑
現
在
実
施
し
て
い

る
事
業
が
ど
の
目
標
の
対
象

と
な
る
の
か
を
見
極
め
る
よ

う
な
作
業
が
中
心
で
し
た
︒

県
の
担
当
者
と
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
︑
事
業
計
画
の
項

目
と
ど
の
目
標
が
合
致
す
る

の
か
に
つ
い
て
は
︑
正
確
な

答
え
を
探
す
の
が
難
し
い
と

い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で

し
た
︒
事
業
計
画
と
目
標
が

対
応
す
る
の
は
基
本
で
す

が
︑
そ
れ
よ
り
も
︑﹃
推
進

し
て
い
る
﹄﹃
取
り
組
ん
で
い

る
﹄
と
い
う
姿
勢
を
発
信
す

る
こ
と
を
重
要
視
し
ま
し
た
﹂

（
飯
島
知
徳
事
業
部
長
）

　

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
令
和
３
年
６
月
開
催
の

第
48
期
通
常
総
会
か
ら
︑
議

案
書
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
表

記
方
法
を
採
用
し
た
︒
そ
れ

は
︑事
業
計
画
書
に
つ
い
て
︑

各
事
業
計
画
項
目
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の﹁
17
の
ゴ
ー
ル
﹂の
う
ち
︑

ど
の
ゴ
ー
ル
の
対
象
と
な
る

事
業
で
あ
る
か
を
明
示
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
︒

　

こ
れ
ま
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
事
業
計
画
書
と
い
え
ば

モ
ノ
ク
ロ
で
︑
文
章
と
数
字

の
み
で
記
載
さ
れ
る
の
が
通

常
だ
っ
た
︒こ
れ
に
対
し
て
︑

神
奈
川
県
ト
協
の
新
し
い
事

業
計
画
書
で
は
︑
基
本
方
針

に
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
可

能
な
限
り
事
業
計
画
に
反
映

す
る
﹂
と
明
記
す
る
と
と
も

に
︑
施
策
項
目
に
つ
い
て
︑

例
え
ば
︑
重
点
施
策
の
１
つ

で
あ
る
﹁
働
き
方
改
革
へ
の

対
応
﹂
は
︑﹁
開
発
目
標
５

:
ジ
ェ
ン
ダ
ー
﹂お
よ
び﹁
開

発
目
標
８
:
経
済
成
長
と

雇
用
﹂
に
関
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
こ
と
を
︑
ま
た
︑﹁
交

通
安
全
事
故
防
止
対
策
﹂
に

つ
い
て
は
︑﹁
開
発
目
標
３

:
保
健
﹂︑﹁
開
発
目
標
４

:
教
育
﹂︑﹁
開
発
目
標
11

:
持
続
可
能
な
都
市
﹂
に

関
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
が
ひ
と
目
で
分
か
る
よ
う

に
︑
カ
ラ
ー
の
ア
イ
コ
ン
で

明
確
に
表
示
し
て
い
る
︒
さ

ら
に
︑
こ
の
事
業
計
画
書
の

要
約
版
も
神
奈
川
県
ト
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
︑
誰
も
が

自
由
に
閲
覧
で
き
る
状
態
に

な
っ
て
い
る
︒

　　
﹁
当
協
会
の
事
業
計
画
が

17
の
目
標
（
ゴ
ー
ル
）
の
う

ち
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
ど

の
目
標
の
対
象
と
な
る
の
か

を
明
示
し
た
の
は
︑﹃
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
︑
全
く
別
の
業
界
や

別
の
世
界
に
し
か
関
係
し
な

い
も
の
で
は
な
く
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
に
も
関
係
す
る

も
の
で
あ
る
﹄
と
い
う
こ
と

を
︑
会
員
事
業
者
の
皆
様
や

一
般
に
対
し
周
知
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
︒
神
奈
川
県
ト

協
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取

　

会
長
の
下
命
を
拝
す
る
か

た
ち
で
︑
神
奈
川
県
ト
協
で

は
ま
ず
は
事
務
局
内
の
勉
強

か
ら
ス
タ
ー
ト
︒
は
じ
め
に

﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
何
か
﹂
か

ら
調
査
・
検
討
を
開
始
し

た
︒
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
︑
２
０

１
５
年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択
さ
れ
た
﹁
持
続
可
能
な

り
組
み
を
開
始
し
た
き
っ
か

け
は
︑
吉
田
修
一
会
長
の
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
ご
指
示
か
ら

で
し
た
︒
会
長
の
地
元
で
あ

る
相
模
原
市
は
︑
政
府
が
進

め
る﹃
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
﹄

に
選
定
さ
れ
て
お
り
︑
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組
み
が

盛
ん
な
自
治
体
で
す
︒
吉
田

会
長
が
令
和
元
年
に
同
市
の

会
合
に
出
席
な
さ
っ
た
際
に
︑

開
発
目
標
﹂
で
︑
２
０
１
６

年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
の

国
際
目
標
で
あ
り
︑
日
本
も

採
択
し
て
い
る
︒
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
義
務
的
な
も
の
で
は
な
く
︑

自
主
的
な
取
り
組
み
を
促
進

す
る
た
め
の
目
標
︑
概
念
で

あ
り
︑
国
家
や
自
治
体
︑
企

業
︑
個
人
な
ど
様
々
な
主
体

で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
分
か
っ
た
︒さ
ら
に
︑

取
り
組
む
た
め
に
は
︑
特
に

認
証
機
関
等
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
も
判
明
︒
同
時

に
︑
神
奈
川
県
庁
が
︑﹁
か

な
が
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ

ー
﹂（
別
掲
メ
モ
）
制
度
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
た
め
︑
公
的
な
自
治
体
が

実
施
す
る
同
登
録
制
度
に
応

募
す
る
こ
と
に
し
た
︒
ま
た
︑

会
議
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
︑
吉
田
会
長

は
﹃
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
は
必
要

で
は
な
い
か
﹄
と
興
味
を
も

た
れ
た
そ
う
で
す
︒
そ
の
後
︑

吉
田
会
長
の
ご
指
示
に
従
っ

て
︑
神
奈
川
県
ト
協
と
し
て

も
検
討
を
始
め
ま
し
た
﹂（
会

田
修
常
務
理
事
）

元
年
７
月
の
常
任
理
事
会
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ
と

が
正
式
に
機
関
決
定
さ
れ
︑

そ
の
所
管
委
員
会
を
﹁
税
制

金
融
委
員
会
﹂
に
す
る
こ
と

と
し
た
︒

　

所
管
委
員
会
が
決
定
し
て

か
ら
は
︑
同
年
９
月
の
同
委

員
会
の
会
合
に
︑
神
奈
川
県

の
﹁
か
な
が
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ

ー
ト
ナ
ー
﹂
を
運
営
し
て
い

る
担
当
課
か
ら
講
師
を
招

き
︑
勉
強
会
を
開
催
す
る
な

ど
︑
登
録
へ
の
準
備
を
進
め

た
︒
同
制
度
へ
の
早
期
登
録

を
目
指
し
た
が
︑
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
２
年
度
は
公
募
が
行

わ
れ
ず
︑
よ
う
や
く
３
年
１

月
︑
神
奈
川
県
が
同
制
度
の

第
５
期
の
公
募
を
開
始
し
た

こ
と
か
ら
︑
神
奈
川
県
ト
協

神
奈
川
県「
か
な
が
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
」に
登
録

所
管
委
員
会
を
決
め
、県
庁
の
担
当
者
と
勉
強
会

令
和
３
年
度
か
ら
事
業
計
画
書
と
ゴ
ー
ル
を
リ
ン
ク

会
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
取
り
組
み
ス
タ
ー
ト

持
続
可
能
な
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
実
現
を
目
指
し
て

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組
み

トラック運送業界とSDGsトラック運送業界とSDGs
エ ス デ ィ ー ジ ー ズエ ス デ ィ ー ジ ー ズ

　
﹁
17
色
に
彩
ら
れ
た
マ
ー
ク
﹂
あ
る
い
は

そ
の
﹁
ピ
ン
バ
ッ
ジ
﹂
な
ど
を
目
に
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒
こ
れ
は
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）カ
ラ
ー
ホ
イ
ー
ル
﹂

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
︒
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

い
う
文
字
も
見
る
機
会
が
増
え
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

﹁
持
続
可
能
な
開
発
目
標
﹂
を
示
し
た
も

の
で
す
︒
実
は
︑
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
と
っ
て
無
関
係
の
も
の

で
は
な
く
︑
既
に
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
も
何
か
し
ら
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
な

の
で
す
（
前
号
参
照
）︒

　

２
０
２
１
年
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
や
燃
料
価
格
の
高
騰

な
ど
に
影
響
さ
れ
た
１
年
で
し
た
︒加
え
て
︑

２
０
２
４
年
問
題
へ
向
け
た
労
働
条
件
の
改

善
や
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
に
も
さ
ら
な
る
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
お
い
て
は
︑ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
=﹁
持

続
可
能
な
事
業
経
営
﹂
が
重
要
な
経
営
課

題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

そ
こ
で
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
こ
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
関
わ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
︑
前
号
か
ら
特
集
し
て
い

ま
す
︒

　

今
回
は
︑
令
和
3
年
5
月
に
︑
神
奈
川
県

が
推
進
す
る
﹁
か
な
が
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト

ナ
ー
﹂
制
度
に
登
録
さ
れ
︑
今
後
は
︑
会
員

事
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
よ
う
と
す
る
︑

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
吉
田
修
一
会

長
）
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
団
体
（
協
会
）
と
し
て
何
を
す
べ
き
か

新
春
特
集

　

神
奈
川
県
は
︑
平
成
30
年
６
月
に

﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
﹂﹁
自
治
体

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
﹂
に
選
定
さ

れ
て
以
来
︑
県
を
挙
げ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒

　

そ
の
中
で
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に

資
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
企
業

・
団
体
等
の
取
り
組
み
事
例
を
県
が

募
集
・
登
録
・
発
信
す

る
と
と
も
に
︑
県
と
企
業

・
団
体
等
が
連
携
し
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
促
進

活
動
に
取
り
組
む
た
め
の
認
証
制
度

と
し
て
︑﹁
か
な
が
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー

ト
ナ
ー
﹂
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
制
度
で
は
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に

資
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
県
内

企
業
等
が
県
に
応
募
︒
県
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
の
目
的
︑
取
り
組
み
の
内
容

等
を
審
査
し
た
上
で
︑﹁
か
な
が
わ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
﹂
と
し
て
登

録
す
る
仕
組
み
︒
登
録
期
間
は
２
年

間
（
更
新
可
）
で
︑
セ
ミ
ナ
ー
等
の

様
々
な
機
会
や
媒
体
を
通
じ
︑
登
録

企
業
等
と
県
が
連
携
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
推
進
を
Ｐ
Ｒ
す
る
︒

　

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
登
録
さ
れ
る

と
︑
①
県
の
中
小
企
業
制
度
融
資
に

よ
る
支
援
︑
②
登
録
企
業
等
の
取
り

組
み
事
例
を
県
が
対
外
的
に
広
報
・

ア
ピ
ー
ル（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︹
Ｈ
Ｐ
︺

へ
の
掲
載
︑
バ
ッ
ジ
・
ス
テ
ッ
カ
ー
・

ロ
ゴ
使
用
可
）︑
③
﹁
か
な
が
わ
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
﹂

等
を
通
じ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
︑
④
中
小
企
業
者
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
経
営
に
向
け
た
取
り
組
み
支

援
︑
⑤
﹁
か
な
が
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク

シ
ョ
ン
フ
ァ
ン
ド
﹂
を
通
じ
た
資
金
調

達
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
イ
ン
パ
ク
ト
の
﹁
見

え
る
化
﹂
︱
︱
等
が
可
能
に
な
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
︒

　

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑

税
制
金
融
委
員
会
に
て
議
論
を
進

め
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す

る
取
り
組
み
事
項
に
つ
い

て
Ｈ
Ｐ
上
で
公
表
︒
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し
て
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
県
民

に
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
︑﹁
か
な

が
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
﹂
第
５

期
に
申
請
︒
令
和
３
年
５
月
26
日
に

登
録
さ
れ
た
（
写
真
㊧
㊤
）︒

神
奈
川
県
Ｈ
Ｐ
・https://www.

pref.kanagaw
a.jp/docs/bs 5/

sdgs/partner.htm
l

神
奈
川
県
ト
協
は
、
令
和
３
年
５
月
、
神
奈
川
県
が
推
進
す
る
「
か
な
が
わ
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の
登
録
を
受
け
㊤
、
登
録
証
が
交
付
さ
れ
た
㊦

事
業
計
画
書
に
は
対
象
と
な
る
ゴ
ー

ル
の
ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ
た

ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
わ
り
方
を
模
索

か
な
が
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー

メモ

第２回
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https://tire.bridgestone.co.jp

［お客様相談室］ フリーダイヤル 0120-39-2936 
受付時間：月～金（土日・祝日および指定休日は除く）9：00～17：00

タイヤの内圧を遠隔モニタリング

日々のタイヤの状況は
デジタルで管理する時代へ

お客様の運行前点検業務の精度向上と工数削減をサポート。

早期異常検知によるタイヤトラブルの未然防止で、

安全運行とダウンタイム削減にも貢献します。

®

　

神
奈
川
県
ト
協
で
は
︑
登

録
後
に
︑
神
奈
川
県
ト
協
の

Ｈ
Ｐ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
バ
ナ
ー

を
作
成
し
て
︑
神
奈
川
県
ト

協
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
し
て

い
る
こ
と
を
積
極
的
に
ア
ピ

ー
ル
︒
ま
た
︑
Ｈ
Ｐ
に
も
事

業
計
画
書
と
同
様
に
︑
事
業

計
画
項
目
が
ど
の
目
標
を
対

象
と
し
て
い
る
の
か
を
広
報

し
て
い
る
（
表
）︒

　

さ
ら
に
︑
令
和
３
年
11
月

５
日
に
は
︑
神
奈
川
県
ト
協

と
し
て
初
め
て
の
﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
普
及
推
進
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を

開
催
し
た
︒
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

は
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
策
定
さ
れ

た
そ
の
背
景
や
目
的
︑
特
徴

な
ど
を
解
説
す
る
と
と
も

に
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
﹁
17
の
ゴ
ー

ル
﹂
と
︑
そ
れ
に
関
連
す
る

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
一
部

抜
粋
）
を
丁
寧
に
解
説
す
る

も
の
︒
ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
取
り
組
む
意
義
な
ど
も
説

き
︑
神
奈
川
県
内
の
各
自
治

体
で
行
っ
て
い
る
認
証
制
度

な
ど
の
情
報
も
提
供
し
た
︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
か

ら
は
︑﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
こ
と

が
よ
く
分
か
っ
た
﹂︑﹁
参
考

に
な
っ
た
﹂
な
ど
好
評
で
︑

神
奈
川
県
ト
協
で
は
︑
セ
ミ

ナ
ー
時
に
使
用
し
た
資
料
を

協
会
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
︑

誰
で
も
閲
覧
可
能
な
状
態
に

し
て
い
る
︒

　　
﹁﹃
か
な
が
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ

ー
ト
ナ
ー
﹄
の
登
録
を
受
け

た
直
後
︑コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
︑

セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
一
時
見
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
が
︑
３
年

の
秋
口
か
ら
よ
う
や
く
全
国

的
に
感
染
者
数
も
落
ち
着
い

て
き
た
こ
と
か
ら
︑
会
員
事

業
者
の
皆
様
を
対
象
に
︑
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
︒

今
回
は
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

ラ
イ
ブ
配
信
で
し
た
が
︑
ア

ン
ケ
ー
ト
等
で
も
好
評
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
︑
次
回
以
降

は
ラ
イ
ブ
配
信
に
加
え
て
ア

ー
カ
イ
ブ
配
信
と
し
て
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
す
る
こ
と
も
視
野
に

　

一
方
︑﹁
か
な
が
わ
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
﹂
で
は
︑

会
員
事
業
者
へ
の
周
知
の
他

に
も
︑
一
般
消
費
者
に
対
し

﹁
神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
し
て

い
る
﹂
と
い
う
内
容
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
う
こ
と
を
求
め
て

い
る
︒
こ
の
た
め
︑
神
奈
川

県
ト
協
で
は
︑
会
員
向
け
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
周
知
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
﹃
神
奈
川
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ　

Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ　

Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ

Ｓ
︱
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
を

通
じ
た
﹁
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
﹂
に
向
け
て
︱
﹄
を

制
作
し
て
全
会
員
へ
配
布
し

た
ほ
か
︑
全
国
・
地
方
の
一

般
紙
へ
の
全
面
広
告
な
ど
を

掲
出
し
て
︑
神
奈
川
県
ト
協

と
し
て
の
具
体
的
な
取
り
組

み
を
広
報
す
る
な
ど
︑
協
会

Ｈ
Ｐ
で
の
広
報
活
動
と
併
せ

て
︑
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
︒

　
﹁
現
在
︑
神
奈
川
県
ト
協

の
職
員
は
︑
名
刺
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
ロ
ゴ
を
刷
り
こ
み
︑
ま

た
︑
襟
に
は
﹃
カ
ラ
ー
ホ
イ

ー
ル
﹄
の
バ
ッ
ジ
を
付
け
る

な
ど
︑
神
奈
川
県
ト
協
一
丸

と
な
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
︒
ま

た
︑
Ｈ
Ｐ
や
新
聞
広
告
を
活

用
し
た
対
外
広
報
活
動
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
︒
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
は
︑
認
知

度
が
向
上
し
て
い
る
と
は
い

え
︑
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い

る
と
は
い
い
が
た
い
と
思
い

ま
す
︒
現
在
は
普
及
促
進
と

い
う
段
階
で
は
あ
り
ま
す

が
︑
今
後
も
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
︑
個
々
の
会
員
事
業
者
様

に
お
け
る
︑対
一
般
消
費
者
︑

対
荷
主
企
業
へ
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
就
業
者

の
確
保
や
︑
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
の
拡
大
に
繋
が
る
可
能

性
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
も

踏
ま
え
て
︑
一
層
内
外
へ
の

入
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
今

後
も
同
セ
ミ
ナ
ー
を
継
続
的

に
開
催
す
る
と
と
も
に
︑
適

宜
・
的
確
な
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
で
︑
会
員
事
業
者
の

皆
様
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解

促
進
と
︑
取
り
組
み
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
﹂（
飯
島
事
業
部
長
）

広
報
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
有

安
俊
哉
総
務
部
長
）

　　

神
奈
川
県
ト
協
で
は
︑
今

後
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
普
及
促
進
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
や
会
員
向
け

の
冊
子
の
作
成
等
を
通
じ

て
︑
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
し
て

い
く
考
え
だ
︒

　
﹁﹃
か
な
が
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ

ー
ト
ナ
ー
﹄
に
登
録
さ
れ
る

と
︑
県
が
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー

（
登
録
事
業
者
・
団
体
）
を

対
外
的
に
広
報
し
て
く
れ
る

ほ
か
︑
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
の

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
や
県
の
中

小
企
業
制
度
融
資
の
あ
っ
せ

ん
な
ど
︑
目
に
見
え
る
メ
リ

ッ
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
︒
ま

だ
ま
だ
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
そ
の
も

の
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
い

て
い
な
い
会
員
事
業
者
様
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

が
︑
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
向

け
た
理
解
と
普
及
促
進
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
の
と
同

時
に
︑
適
宜
・
的
確
な
情
報

発
信
な
ど
を
通
じ
︑
会
員
事

業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
さ
ら

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
﹂（
会

田
常
務
理
事
）

会
員
事
業
者
へ
の
支
援
活
動
を
ス
タ
ー
ト

一
般
消
費
者
・
荷
主
企
業
な
ど
へ
の
ア
ピ
ー
ル

対
外
的
な
広
報
活
動
も
積
極
的
に
強
化

将
来
的
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
メ
リ
ッ
ト
も

会
員
事
業
者
へ
の
理
解
促
進
な
ど
情
報
提
供
続
け
る

「
普
及
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
、
Ｈ
Ｐ
で
も
公
開

表　ホームページ上に公開されている神奈川県トラック協会の SDGs の取り組み

取り組み事例名 対象となる目標 取り組みの内容（事例）

経営基盤の確立

国及び高速道路会社への要望 9・11
高速道路通行料金の大口・多頻度割引 50
％の堅持等及び車両制限令違反等措置に
対する要望

SDGs 取り組みに係る周知 17 神奈川県と連携し SDGs への取り組みの
周知

経営者等対象の研修会開催 4 運送業界の経営改善を進めるための研修
会開催

IT 活用の推進 8 AI 技術等を活用した物流効率化等の推進

経営基盤の安定化推進 8
適正運賃・料金収受のための諸対策の促
進
標準的な運賃の告示内容周知

働き方改革への
対応 働き方改革の推進 5・8 働き方改革関連法等についての周知徹底

働き方改革の取り組みを全ト協との連携

交通安全
事故防止対策

死亡事故件数の削減 3 「総合安全プラン 2020」基本目標達成の
ための諸施策の推進

交通安全教育の強化 4 運転者に対する交通安全教育強化を図る
ための諸事業の推進

交通事故防止の推進 4 「安全機器等（ドラレコ・デジタコ等）」
の普及・促進

飲酒運転根絶・
重大事故防止対策の推進 3・11

飲酒運転根絶や悪質違反撲滅のため運転
者の安全意識等の向上、重大事故に起因
する交差点事故等の事故防止対策の推進

健康起因に係る事故防止 3 健康診断受診率向上等に寄与する「集団
健康診断」等の施策展開

一般県民等に交通安全啓発 4 トラックを使用した「交通安全教室」等
の実施

人材確保対策

労働力の確保育成 4・5・8・11 業務用免許取得に対する助成
パソコン教室及び各種研修会開催

若年層向け労働力確保対策 4・5・8
「物流出前授業」及びコンソーシアム活
動実施
YouTube 動画配信による啓発活動

中高年層向け労働力確保対策 4・5・8・11
ハローワークと連携した「貨物自動車運
転手合同面接会」開催、求職者向け「運
輸業セミナー」等の実施

適正化事業対策

適正化事業推進 4・11
各種関係法令の周知、指導内容の充実強
化
適正化情報管理システム有効活用

巡回指導評価の向上 4・11 「フォローアップ研修会」開催等

コンプライアンス実務の再確認 4 「初任運行管理者向け実務研修会」開催
相談窓口の開設や出張相談の活用促進

関係法令等の遵守徹底 4
「物流セミナー」、「適正化研修会」等の
開催
「運輸安全マネジメント」の取り組み推
進

環境対策

環境対応車の導入促進 7・9・11・13 環境対応車の導入促進並びに助成事業等
実施

環境改善対策推進 7・9・11・13
「新・環境基本行動計画」の省エネルギー・
環境改善対策推進、グリーン経営認証制
度の普及拡大

エコドライブの普及促進 7・11・13
「エコドライブ講習会」、「日常点検講習」
の開催
エコドライブ活動を推進する人材の育成

環境対策の周知 7・11・13 一般県民等に環境対策を周知する研修
会、セミナー等の開催

災害対策の推進 緊急物資輸送 11・17 各自治体との救援物資輸送協定の緊急物
資輸送体制の充実強化

会員サービスの
充実

会員サービス充実強化、
加入促進 17 各ブロックと連携の上、会員事業者への

各種事業の周知の強化、加入促進

広報の充実強化
業界のPR�活動 3・4 トラックの日（10月 9日）を中心とした

PR活動の実施

交通安全の普及啓発 3・4 新入学児童等に対し、ランドセルカバー
を贈呈する等の交通安全普及啓発

公益目的支出計画
の検証 公益目的支出計画の検証・報告 3・11・13・17

一般社団法人の組織運営を推進するため
公益目的支出計画（交通安全・環境・防
災対策）の検証・報告

全国・地元一般紙へ神奈川県ト協のSDGsへの取り組みをPRする広告を掲載した

神
奈
川
県
ト
協
の
青
年
部
会
で
は
、
青
年
部
会
の
取
り
組
み
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ど
の
ゴ
ー
ル
の
対
象
と
な
る
か
を
ま
と
め
た

小
冊
子
を
制
作
㊤
、
ま
た
、
協
会
本
部
は
、
会
員
向
け
に
周
知
を
行
う
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
た
㊦
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安全運行のオアシス トラックステーション
全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。

全国25か所のトラックステーション（TS）は

トラックドライバーの安全運行を支える、

長距離運行に欠かせない

休憩施設です。
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名称 所在地 電話番号 駐車
台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 青　森 青森県青森市大字荒川字品川 110-1 017-729-2000
（公社）青森県トラック協会 41

❹ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❺ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❻ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❼ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❽ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❾ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

� 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 安　城 愛知県安城市尾崎町大縄 19-1 0566-98-8823 74

名称 所在地 電話番号 駐車
台数

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

●近年関心の高まっているSDGs（持続可能な開発目標）の環境保全の取り組みと合致しています。
●環境保全の取り組みが行われていることを客観的に証明することができます。

（グリーン経営認証取得による効果 2019年度版より）

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の政策となっている環境マネジメントシステムです。
その認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取り組む事業者（トラック、バス、
タクシー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

車両故障件数の減少

交通事故件数の減少

燃費の向上
認
証
取
得
の
効
果

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
サ

ー
ビ
ス
の
基
本
は
﹁
貨
物
を

お
客
様
に
届
け
る
﹂
と
い
う

こ
と
で
す
︒
こ
れ
は
ど
の
会

社
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
︒
そ

の
同
じ
運
送
事
業
者
が
﹁
伸

び
る
会
社
／
伸
び
な
い
会

社
﹂
に
分
か
れ
る
の
は
︑
サ

ー
ビ
ス
を
担
う
の
が
ド
ラ
イ

バ
ー
や
配
車
マ
ン
と
い
っ
た

﹁
人
﹂
だ
か
ら
で
す
︒﹁
人
﹂

は
﹁
機
械
﹂
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
︑問
題
点
を
学
習
し
︑

よ
り
良
い
仕
事
の
や
り
方
を

模
索
し
ま
す
︒
従
業
員
の
そ

れ
ぞ
れ
が
日
々
改
善
に
取
り

組
み
︑
そ
の
効
果
が
積
み
重

　

改
善
が
で
き
な
い
理
由
は

様
々
で
す
︒
代
表
的
な
も
の

を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
︒

　
﹁
自
分
（
経
営
者
）
は
多

　
﹁
指
標
に
よ
る
可
視
化
﹂

が
重
要
な
の
は
︑
改
善
の
ゴ

ー
ル
（
目
標
値
）
を
共
有
し

て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
か
ら

で
す
︒
現
場
の
自
主
性
に
任

せ
る
だ
け
で
は
︑
悪
い
意
味

な
る
こ
と
で
︑
サ
ー
ビ
ス
の

質
︑効
率
に
差
が
生
じ
ま
す
︒

こ
れ
が
長
い
目
で
見
る
と
経

営
効
率
の
圧
倒
的
な
差
に
繋

が
る
の
で
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
改
善
の
重
要

性
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

の
経
営
者
︑
管
理
者
の
皆
さ

ん
に
は
当
然
の
こ
と
と
し
て

ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
︒
改
善
の
重
要
性
を
否

定
す
る
方
は
︑
ま
ず
い
ま
せ

ん
︒
む
し
ろ
問
題
は
︑﹁
改

善
に
ぜ
ひ
取
り
組
み
た
い
が
︑

な
か
な
か
で
き
な
い
﹂
と
い

う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
︒

忙
だ
が
︑
部
下
が
育
た
な
い

の
で
任
せ
ら
れ
な
い
﹂

　
﹁
配
車
マ
ン
が
日
々
の
業
務

に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
﹂

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
が
指
導
に
従

っ
て
く
れ
な
い
﹂

　

逆
に
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
す

る
と
︑﹁
管
理
者
が
適
切
な

指
導
を
し
て
く
れ
な
い
﹂な
ど
︒

　

こ
の
う
ち
︑
現
場
の
多
忙

さ
は
大
き
な
ネ
ッ
ク
に
な
り

ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

は
多
忙
で
す
の
で
︑
管
理
業

務
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
︒
管
理
を
単
純

化
す
る
に
は
︑
マ
ニ
ュ
ア
ル

方
式
で
︑
ガ
ッ
チ
リ
と
型
に

は
め
る
管
理
を
行
う
の
が
定

石
で
す
︒
た
だ
︑
物
流
現
場

は
状
況
に
応
じ
て
日
々
変
動

し
て
い
る
た
め
︑
あ
る
程
度

現
場
に
任
せ
た
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
な
管
理
で
な
い
と
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
︒﹁
現
場
主
導
﹂

と
﹁
柔
軟
さ
﹂
を
両
立
す
る

よ
う
な
改
善
手
法
が
必
要
に

な
る
の
で
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
の
特
性
に
適
し
た
改

善
手
法
は
何
か
と
い
う
と
︑

こ
れ
が
本
稿
で
紹
介
す
る
︑

﹁
指
標
に
よ
る
現
場
の
可
視

化
﹂
で
す
︒

で
の
﹁
現
場
任
せ
﹂
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
︒
現
場
に
任

せ
つ
つ
改
善
の
成
果
を
引
き

出
す
た
め
に
は
︑
き
ち
ん
と

ゴ
ー
ル
（
目
標
値
）
を
示
し

た
上
で
︑
チ
ー
ム
全
員
が
ゴ

し
︑
月
別
や
日
別
で
赤
字
運

行
が
な
い
か
ど
う
か
︑
常
に

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
︒
経
営
者
や
配
車
マ
ン
は
︑

こ
の
ル
ー
ト
別
収
支
等
の
数

値
を
常
に
確
認
し
︑
赤
字
の

ル
ー
ト
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
改

善
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
︒こ
の
会
社
の
場
合
︑

Ｋ
Ｐ
Ｉ
=
最
重
要
指
標
は

﹁
ル
ー
ト
別
収
支
﹂
と
い
う

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
︒

ー
ル
に
向
け
て
努
力
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
︒

　

な
お
︑
ゴ
ー
ル
は
﹁
数
値

だ
け
﹂で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
︑

定
量
化
で
き
る
も
の
は
で
き

る
限
り
﹁
数
値
﹂
と
す
べ
き

で
す
︒
チ
ー
ム
で
共
有
す
る

目
標
は
︑
誰
か
ら
見
て
も
客

観
性
の
あ
る
数
値
の
ほ
う
が

望
ま
し
い
た
め
で
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
指
標
=
数
値

を
用
い
た
管
理
の
こ
と
を﹁
Ｋ

Ｐ
Ｉ
管
理
﹂
と
言
い
ま
す
︒

Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
﹁
重
要
業
績
評
価

指
標
﹂
と
い
う
意
味
の
英
語

を
省
略
し
た
も
の
で
す
︒
Ｋ

Ｐ
Ｉ
管
理
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
で
も
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
︒
皆
さ
ん
の
会
社
で

も
︑
意
識
せ
ず
に
い
ろ
ん
な

指
標
を
利
用
し
て
い
る
は
ず

で
す
︒

　

例
と
し
て
︑
ス
ポ
ッ
ト
な

い
し
定
期
で
の
貸
切
運
行
が

主
体
の
運
送
業
務
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
︒
こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
で
は
︑
赤
字
で
の
運

行
を
な
く
す
こ
と
が
︑
最
大

の
経
営
課
題
と
な
り
ま
す
︒

し
た
が
っ
て
︑
車
両
別
︑
ル

ー
ト
別
等
で
収
支
を
計
算

　

こ
こ
ま
で
の
話
は
︑﹁
Ｋ
Ｐ

Ｉ
管
理
﹂
な
ど
と
大
げ
さ
な

こ
と
を
言
わ
な
く
て
も
︑
ど

こ
で
も
や
っ
て
い
る
計
数
管

理
の
話
だ
と
も
言
え
ま
す
︒

た
だ
し﹁
数
値
を
計
測
す
る
﹂

こ
と
と
﹁
Ｋ
Ｐ
Ｉ
管
理
を
導

入
す
る
﹂
こ
と
は
︑
実
際
は

全
く
違
い
ま
す
︒
Ｋ
Ｐ
Ｉ
管

理
の
ポ
イ
ン
ト
は
︑﹁
数
値

　

で
は
︑
ル
ー
ト
別
収
支
を

改
善
す
る
た
め
に
︑
具
体
的

に
は
何
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
し
ょ
う
か
︒

　

対
策
は
︑﹁
運
賃
水
準
﹂︑

﹁
運
行
効
率
﹂︑﹁
原
価
﹂
の

３
つ
に
分
か
れ
ま
す
（
図
）︒

　

こ
の
う
ち
最
も
重
要
な
の

は
﹁
運
賃
水
準
﹂
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
し

ょ
う
︒
運
賃
が
安
す
ぎ
る
と
︑

ど
れ
ほ
ど
原
価
削
減
に
取
り

組
ん
で
も
収
支
は
改
善
で
き

ま
せ
ん
︒
逆
に
︑
高
い
運
賃

が
取
れ
る
の
で
あ
れ
ば
︑
効

率
の
悪
い
運
行
で
あ
っ
て
も

収
支
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒

　

ご
承
知
の
と
お
り
︑
こ
の

と
こ
ろ
︑
人
件
費
︑
燃
料
費

を
は
じ
め
と
し
て
運
行
原
価

の
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
︒

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
は
﹁
運
行

効
率
﹂
で
す
︒
運
行
効
率
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
・
距
離

当
た
り
の
生
産
性
と
言
い
換

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
︒

　

運
行
効
率
が
低
下
す
る
要

因
は
様
々
で
す
︒﹁
帰
り
荷

が
な
く
片
道
運
行
が
多
い
﹂︑

﹁
荷
待
ち
時
間
が
長
い
﹂︑

﹁
庫
内
作
業
を
さ
せ
ら
れ

を
改
善
す
る
た
め
︑﹁
実
車

率
﹂︑﹁
待
機
時
間
﹂
と
い
っ

た
指
標
を
計
測
す
る
場
合
も

よ
く
あ
り
ま
す
︒
改
善
を
円

を
計
測
す
る
こ
と
﹂
で
は
な

く
︑﹁
計
測
し
た
数
値
を
ど

の
よ
う
に
使
う
か
？
﹂
と
い

う
こ
と
だ
か
ら
で
す
︒

　

企
業
経
営
は
﹁
数
値
を
計

測
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
﹂
ほ

ど
単
純
で
な
い
こ
と
は
︑
皆

さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り
で

す
︒
現
場
の
目
標
数
値
を
印

刷
し
て
︑
壁
に
貼
っ
て
お
く

２
０
２
４
年
に
向
け
て
︑
人

件
費
の
時
間
単
価
を
高
め
る

こ
と
も
必
要
で
す
︒
そ
の
よ

う
な
状
況
で
赤
字
に
陥
ら
な

い
た
め
に
は
︑
運
賃
交
渉
を

日
々
の
通
常
業
務
に
組
み
入

れ
︑
不
断
に
見
直
し
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
︒

　

な
お
︑
前
項
で
は
﹁
配
車

マ
ン
等
が
収
支
に
コ
ミ
ッ
ト

す
る
﹂
と
述
べ
ま
し
た
が
︑

運
賃
交
渉
を
す
べ
て
配
車
マ

ン
の
責
任
と
す
る
の
は
無
理

が
あ
り
ま
す
︒
配
車
マ
ン
と

し
て
は
︑
運
賃
交
渉
が
必
要

な
荷
主
・
ル
ー
ト
を
示
し
︑

具
体
的
な
交
渉
は
営
業
担
当

等
に
伝
達
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
︒
そ
こ
ま
で
責
務
を
果

た
し
た
ら
︑
運
賃
が
上
が
ら

な
い
責
任
ま
で
取
る
必
要
が

な
い
の
は
当
然
で
す
︒

る
﹂︑﹁
時
間
指
定
が
朝
に
集

中
し
て
し
ま
う
﹂︑﹁
繁
忙
期

と
閑
散
期
の
波
動
が
大
き

い
﹂
な
ど
が
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
︒
運
行
効
率
は﹁
連

絡
調
整
﹂
と
﹁
配
車
繰
り
﹂

の
巧
拙
が
直
接
影
響
し
て
き

ま
す
︒
そ
の
意
味
で
は
︑
配

車
マ
ン
の
腕
の
見
せ
所
と
言

え
る
で
し
ょ
う
︒
運
行
効
率

滑
に
進
め
る
た
め
に
は
︑
こ

の
よ
う
な
サ
ブ
指
標
を
う
ま

く
活
用
す
る
こ
と
も
ポ
イ
ン

ト
で
す
︒

だ
け
で
は
効
果
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
︒
問
題
は
﹁
数
値
を

ど
う
使
う
か
﹂
で
す
︒

　

こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
一
言
で

説
明
す
る
と
︑
計
測
し
た
数

値
に
対
し
︑﹁
誰
か
が
結
果

に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
﹂
と
い
う
こ
と
で
す
︒

﹁
コ
ミ
ッ
ト
﹂
と
い
う
言
葉

は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
企
業
の
Ｃ

Ｍ
で
有
名
に
な
り
ま
し
た
が
︑

﹁
責
任
を
持
つ
﹂
と
い
っ
た

意
味
の
単
語（
英
語
）で
す
︒

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
取
り
組
む
に

し
て
も
︑
漫
然
と
数
値
を
見

て
い
る
だ
け
で
は
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
︒
数
値
の
達
成
に

﹁
責
任
﹂
を
持
ち
︑﹁
権
限
﹂

を
与
え
ら
れ
て
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
な
の
で
し

ょ
う
︒

　

こ
の
点
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
管
理
で
も
同

様
で
す
︒
前
記
の
例
で
算
定

さ
れ
る
﹁
ル
ー
ト
別
収
支
﹂

と
い
う
指
標
を
き
ち
ん
と
改

善
す
る
に
は
︑
誰
か
が
結
果

に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
︒
誰
が
コ
ミ
ッ
ト
す

べ
き
か
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
で
す
が
︑
一
般
的
に
は
配

車
マ
ン
︑
ま
た
は
所
長
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
︒

　

一
方
で
責
任
を
持
た
さ
れ

る
配
車
マ
ン
・
所
長
か
ら
す

る
と
︑﹁
収
支
の
悪
化
は
自

分
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

よ
﹂
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
︒
実
際
︑
現
場
の
い
ち
配

車
マ
ン
で
は
ど
う
に
も
で
き

な
い
事
情
で
収
支
が
悪
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
︒
こ
こ

で
重
要
な
の
は
︑
ダ
イ
エ
ッ
ト

の
例
で
も
述
べ
た
よ
う
に
︑

﹁
責
任
﹂
と
﹁
権
限
﹂
と
は

セ
ッ
ト
で
な
け
れ
ば
う
ま
く

い
か
な
い
︑
と
い
う
こ
と
で

す
︒
改
善
に
必
要
な
権
限
を

与
え
た
上
で
︑
本
人
の
﹁
納

得
ず
く
﹂で
進
め
な
い
限
り
︑

改
善
は
う
ま
く
い
き
ま
せ

ん
︒
配
車
マ
ン
の
権
限
で
難

し
い
な
ら
所
長
が
︑
所
長
で

も
難
し
い
な
ら
経
営
者
が
自

ら
コ
ミ
ッ
ト
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
（
も
ち
ろ
ん
︑
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
︑
権
限
を

現
場
に
降
ろ
す
こ
と
が
望
ま

し
い
で
す
）︒

　

３
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
﹁
原

価
﹂
で
す
︒
ム
ダ
な
原
価
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑

収
支
改
善
に
は
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
︒
運
行
原

価
の
低
減
は
︑
色
々
な
改
善

策
の
中
で
も
最
も
地
道
に
取

り
組
め
る
改
善
策
で
す
︒
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
い
な
か

っ
た
会
社
が
最
初
に
取
り
組

む
な
ら
︑
ま
ず
原
価
低
減
か

ら
取
り
組
む
べ
き
で
し
ょ
う
︒

　

な
お
︑
法
令
違
反
や
安
全

運
行
を
阻
害
す
る
よ
う
な
︑

ム
リ
な
原
価
低
減
が
望
ま
し

く
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
︒
法
令
を
遵
守
し
︑

安
全
運
行
を
促
進
す
る
こ
と

は
︑
む
し
ろ
原
価
低
減
に
繋

が
り
ま
す
︒
交
通
事
故
等
は
︑

実
は
大
き
な
原
価
発
生
要
素

で
す
︒
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の

と
お
り
︑
小
規
模
な
事
故
で

も
数
百
万
の
貨
物
損
害
︑
車

両
損
害
を
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
︒
数
百
万
の
損
害
を

カ
バ
ー
す
る
た
め
に
︑
利
益

を
上
げ
る
の
が
い
か
に
大
変

か
は
︑
言
う
ま
で
も
な
い
で

し
ょ
う
︒

　

安
全
以
外
に
重
要
な
問
題

と
し
て
は
︑
燃
料
費
︑
修
繕

・
修
理
費
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
︒
特
に
昨
今
の
原
油
高
騰

を
受
け
︑
燃
料
費
削
減
は
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
お

け
る
燃
料
費
の
削
減
は
﹁
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
﹂
が
軸

と
な
り
ま
す
︒
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
た
め
に
は
﹁
タ
イ
ヤ
の

空
気
圧
を
適
正
に
保
つ
﹂
と

い
っ
た
こ
と
も
重
要
で
す
が
︑

や
は
り
個
々
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
技
量
向
上
が
重
要
で
す
︒

　

以
上
の
よ
う
な
改
善
策
を

一
つ
ひ
と
つ
進
め
︑
改
善
活

動
を
社
内
で
定
着
さ
せ
る
こ

と
が
当
面
の
目
標
と
な
り
ま

す
︒

　

た
だ
︑
い
き
な
り
全
て
の

改
善
を
進
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
︒﹁
改
善
は
ス
モ
ー
ル

ス
タ
ー
ト
で
﹂
と
よ
く
言
い

ま
す
が
︑
ま
ず
は
小
さ
な
と

こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
が
肝

要
で
す
︒
業
務
の
や
り
方
を

変
え
る
の
は
リ
ス
ク
も
あ
り

ま
す
︒
手
を
付
け
や
す
い
と

こ
ろ
か
ら
始
め
て
︑
目
に
見

　

な
お
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
管

理
の
た
め
の
指
標
と
し
て
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
ご
と
の
燃
費
を

算
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

が
︑
燃
費
の
数
値
は
車
種
︑

積
載
量
等
の
影
響
を
受
け
ま

す
の
で
︑
単
純
比
較
は
で
き

ま
せ
ん
︒
た
だ
︑
幸
い
に
し

て
今
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
採

点
機
能
が
搭
載
さ
れ
た
デ
ジ

タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
等
が
広
く

普
及
し
て
い
ま
す
︒
こ
れ
ら

の
機
器
類
で
算
出
さ
れ
る
指

標
を
う
ま
く
活
用
し
て
管
理

す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
︒

　

さ
ら
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
同

士
に
ゲ
ー
ム
感
覚
で
競
わ
せ

た
り
︑
表
彰
や
ボ
ー
ナ
ス
加

算
を
す
る
な
ど
︑
改
善
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
工

夫
も
有
効
で
す
︒

え
る
成
果
を
出
す
こ
と
が
重

要
で
す
︒
成
果
が
目
に
見
え

る
こ
と
が
︑改
善
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
繋
が
る
か
ら
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
現

場
は
︑
一
気
に
大
き
く
改
善

す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
︒
小
さ
な
成
功
事
例
を

根
気
強
く
積
み
上
げ
る
こ
と

が
強
い
現
場
づ
く
り
に
繋
が

り
ま
す
︒
改
善
の
道
の
り
は

長
く
険
し
い
で
す
が
︑
ま
ず

は
︑
小
さ
く
て
も
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
︒

資料：各種資料よりサプライチェーン・ロジスティクス研究所作成

図　運送業におけるKPI（指標）管理の体系の例

ルート別収支
（車両別収支）

運賃水準

運行効率 実車率

燃料費

事故費用

待機時間

運賃交渉を実施する

空車回送をなくす

納品時間を分散する

波動性を改善する

待機時間を減らす

荷役時間を減らす

エコドライブを実施

安全運転を実施

ヒヤリハットの活用

荷役時間

原価

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
新
春
特
集
と
し
て
︑
企
業
が
業
務

改
善
に
取
り
組
む
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
︑﹁﹃
可
視
化
﹄
で
進

め
る
中
小
運
送
業
の
業
務
改
善
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑
合
同
会
社
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
所
代
表
（
城
西
大
学
非

常
勤
講
師
）
の
久
保
田
精
一
氏
か
ら
特
別
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し

た
︒﹁
伸
び
る
会
社
﹂
と
な
る
た
め
に
︑
企
業
内
で
業
務
改
善
に

取
り
組
む
意
義
や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

は
じ
め
に

な
ぜ
改
善
で
き
な
い
の
か

指
標
管
理
は
な
ぜ
重
要
か

結
果
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
の
は
誰
か
？

「
ル
ー
ト
別
収
支
」
を
改
善
す
る
に
は

運
行
効
率
は
配
車
マ
ン
の
腕
の
見
せ
所

ま
ず
取
り
組
む
べ
き
は
原
価
低
減

ま
ず
は
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
か
ら

「
可
視
化
」
で
進
め
る
中
小
運
送
業
の
業
務
改
善

「
可
視
化
」
で
進
め
る
中
小
運
送
業
の
業
務
改
善

合
同
会
社
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
所
／
城
西
大
学
非
常
勤
講
師　

久
保
田
精
一

新春特別寄稿
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アフター・コロナの新ファッション……顔を全て見せることに抵抗を感じる
人が増えたために生まれた「半顔ルック」

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜自動車に働く自然の力編〜
	 【解 答】2面に問題
❶	×（教則第4章第5節2	自動車に働く自
然の力⑴）ぬれたアスファルト路面を走
るときなどは、摩擦抵抗が小さくなり制
動距離が長くなる。
❷	×（教則第4章第5節2	自動車に働く自
然の力⑵）遠心力の大きさは、カーブの
半径が小さいほど大きくなる。
❸	○（教則第4章第5節2	自動車に働く自
然の力⑵）カーブを回ろうとするときに
は遠心力が働くため、荷物の積み方が悪
く重心の位置が高くなったり、片寄ったり
していると自動車は倒れやすくなる。

❹	×（教則第4章第5節2	自動車に働く自
然の力⑶）時速60キロメートルでコンク
リートの壁に激突した場合は、約14メー
トルの高さ		（ビルの５階程度）から落ち
た場合と同じ程度の衝撃力を受けるの
で、高速運転するときには、特に注意す
る。
❺	×（教則第4章第5節2	自動車に働く自
然の力⑷）制動距離、遠心力、衝撃力な
どは、いずれも速度の２乗に比例して大
きくなる。つまり、速度が２倍になれば、
衝突したときの衝撃力は４倍になる。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①雪が降っているだけでなく、道路にも雪が積もってい
ることから、停止距離が通常よりも大きく伸びることが
予測できます。「前車にこのままついていけば安全だ
ろう」と考えて漫然と運転していると、前車が減速した
場合、対応できず追突するおそれがあります。また、雪
が積もっていない場合でも、道路が凍結していること
も考えられます。この時季、前車に追従する時はスピ
ードを控えるとともに、通常以上の車間距離をとるこ
とを徹底しましょう。

②積雪路面では、急ハンドル、急ブレーキ、急加速といっ
た「急」のつく操作をすると、スリップやスピンを招き
横転するリスクが高まります。対向車線に通行車両が
いる場合は、対向車と衝突し重大事故につながるお
それがあります。また、車体の大きいトラックが横転し
た場合は、道路を塞ぐことになり、復旧にも長い時間
がかかるだけでなく、交通網が寸断されることから、
社会生活に大きな影響を及ぼすことになります。積雪
路面での「急」がつく操作をしないよう、慎重な運転を
徹底してください。

③自車の屋根に積もった雪が落下すると、後続車の視界
を遮ることになり、後続車に事故を発生させてしまう
ことが考えられます。プロのドライバーとして、他車へ
の配慮は必要不可欠です。雪が降っている時は、こま

①前車の減速に対応できず、前車に追突する危険が
あります（図１）。

②急ブレーキでスリップして横転し、道路を塞いでし
まう危険があります（図2）。

③自車の屋根に積もった雪が落下し、後続車の視界
を遮り事故を発生させる危険があります（図3）。

　あなたは雪が積もった片側１車線道路
をトラックに追従しながら走行しています。
前方のトラックのブレーキランプが点灯し
ました。この場面にはどのような危険があり
ますか。また、危険を避けるためにはどのよ
うな運転をすればよいでしょうか。考えてみ
ましょう。

図１

図２

図３

めに自車の屋根の雪を払っておきましょう。併
せて、自車の視界確保もしっかり行ってください。

スリップして
横転

道路が塞がれて
立往生道路が塞がれて

立往生

トラックの屋根から雪が
落下し、後続車の視界を
遮り追突される

　

中
小
企
業
等
が
労
務
費
︑

原
材
料
費
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
上
昇
分
を
適
切
に
転

嫁
で
き
る
よ
う
に
し
︑
賃
金

引
上
げ
の
環
境
を
整
備
す
る

た
め
︑
毎
年
１
月
か
ら
３
月

ま
で
を
﹁
転
嫁
対
策
に
向
け

た
集
中
取
組
期
間
﹂（
以
下

﹁
集
中
取
組
期
間
﹂
と
い

う
︒）
と
定
め
︑
政
府
を
挙

げ
て
︑
強
力
に
取
組
を
進
め

て
い
く
︒

　

現
在
︑
原
油
価
格
が
お
よ
そ
７
年
ぶ
り
の
水
準
ま
で
値

上
が
り
し
て
お
り
︑
最
近
の
円
安
の
進
展
も
相
ま
っ
て
︑

原
油
を
は
じ
め
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
や
原
材
料
価

格
の
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る
︒

　

中
小
企
業
等
が
賃
上
げ
の
原
資
を
確
保
で
き
る
よ
う
︑

生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
中
小
企
業
を
事
業
再
構
築
補
助

金
等
に
よ
り
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
併
せ
て
︑
取
引
事
業

者
全
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
︑
労
務
費
︑
原
材

料
費
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
適
切
に
転
嫁
で

き
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
︒

　

政
府
と
し
て
は
︑
以
下
の
新
た
な
取
組
を
開
始
し
︑
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
︑
転
嫁
対
策
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
︒

⑴
価
格
転
嫁
円
滑
化
ス
キ
ー

ム
の
創
設
︻
公
正
取
引
委
員

会
・
中
小
企
業
庁
・
事
業
所

管
省
庁
︼

・
業
種
別
の
法
遵
守
状
況
の

点
検
を
行
う
新
た
な
仕
組
み

を
創
設
す
る
︒
こ
の
新
し
い

仕
組
み
に
お
い
て
は
︑
公
正

取
引
委
員
会
・
中
小
企
業
庁

が
事
業
所
管
省
庁
と
連
携
を

図
り
︑
事
業
者
に
つ
い
て
︑

①
関
係
省
庁
か
ら
情
報
提
供

や
要
請
︑
②
下
請
事
業
者
が

匿
名
で
︑﹁
買
い
た
た
き
﹂

な
ど
の
違
反
行
為
を
行
っ
て

い
る
と
疑
わ
れ
る
親
事
業
者

に
関
す
る
情
報
を
公
正
取
引

委
員
会
・
中
小
企
業
庁
に
提

供
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

設
置
（﹁
違
反
行
為
情
報
提

供
フ
ォ
ー
ム
﹂）
を
通
じ
て
︑

広
範
囲
に
情
報
提
供
を
受
け

付
け
る
︒
こ
の
た
め
︑
価
格

転
嫁
に
関
す
る
関
係
省
庁
連

絡
会
議
を
内
閣
官
房
に
設
置

す
る
︒

・
今
年
度
末
ま
で
に
把
握
し

た
情
報
に
基
づ
き
︑
令
和
４

年
６
月
ま
で
に
︑
事
例
︑
実

績
︑
業
種
別
状
況
等
に
つ
い

て
公
正
取
引
委
員
会
・
中
小

企
業
庁
が
報
告
書
を
取
り
ま

と
め
︑
公
表
す
る
︒
こ
れ
に

よ
り
︑
問
題
点
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
︑
法
違
反
が

多
く
認
め
ら
れ
る
業
種
に
つ

い
て
は
︑
公
正
取
引
委
員
会

・
中
小
企
業
庁
と
事
業
所
管

省
庁
が
連
名
で
︑
事
業
者
団

体
に
対
し
て
︑
傘
下
企
業
に

お
い
て
法
遵
守
状
況
の
自
主

点
検
を
行
う
よ
う
要
請
を
行

う
︒

・
ま
た
︑公
正
取
引
委
員
会
︑

中
小
企
業
庁
は
︑
こ
れ
ら
の

情
報
に
基
づ
き
︑
労
務
費
︑

原
材
料
費
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
の
上
昇
分
の
転
嫁
拒
否

が
疑
わ
れ
る
事
案
が
発
生
し

て
い
る
と
見
込
ま
れ
る
業
種

に
つ
い
て
︑
重
点
立
入
業
種

と
し
て
︑
毎
年
３
業
種
ず
つ

対
象
を
定
め
て
︑
立
入
調
査

を
行
う
︒

⑵
独
占
禁
止
法
の
適
用
の
明

確
化
︻
公
正
取
引
委
員
会
︼

・
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防

止
法
（
昭
和
31
年
法
律
第
１

２
０
号
︒
以
下
﹁
下
請
代
金

法
﹂
と
い
う
︒）
の
適
用
対

象
と
な
ら
な
い
取
引
（
※
）

に
つ
い
て
も
︑
労
務
費
︑
原

材
料
費
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
の
上
昇
を
取
引
価
格
に
反

映
し
な
い
取
引
は
︑
私
的
独

占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の

確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

22
年
法
律
第
54
号
︒以
下﹁
独

占
禁
止
法
﹂と
い
う
︒）の﹁
優

越
的
地
位
の
濫
用
﹂
に
該
当

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を

公
正
取
引
委
員
会
は
明
確
化

し
︑
周
知
徹
底
す
る
︒

（
※
）
資
本
金
要
件
を
満
た

さ
な
い
取
引
（
例
:
資
本

金
２
億
円
の
企
業
と
資
本
金

１
５
０
０
万
円
の
企
業
の
取

引
）
や
︑
売
買
な
ど
の
委
託

以
外
の
取
引
︑
自
家
使
用
す

る
役
務
を
委
託
す
る
取
引

（﹁
事
業
者
が
業
と
し
て
行

う
提
供
の
目
的
た
る
役
務
の

提
供
﹂
の
委
託
）

⑶
独
占
禁
止
法
上
の
「
優
越

的
地
位
の
濫
用
」
に
関
す
る

緊
急
調
査
及
び
法
執
行
の
強

化
︻
公
正
取
引
委
員
会
・
事

業
所
管
省
庁
︼

・
独
占
禁
止
法
上
の
﹁
優
越

的
地
位
の
濫
用
﹂に
関
し
て
︑

労
務
費
︑
原
材
料
費
︑
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
分
の

転
嫁
拒
否
が
疑
わ
れ
る
事
案

が
発
生
し
て
い
る
と
見
込
ま

れ
る
業
種
に
つ
い
て
︑
こ
れ

ま
で
は
荷
主
と
物
流
事
業
者

と
の
取
引
の
み
調
査
を
行
っ

て
い
た
が
︑
今
年
度
内
に
対

象
業
種
を
追
加
的
に
選
定

し
︑
来
年
度
に
緊
急
調
査
を

公
正
取
引
委
員
会
に
お
い

て
︑
実
施
す
る
（﹁
買
い
た

た
き
﹂
の
指
導
実
績
が
多
い

道
路
貨
物
運
送
業
の
ほ
か
︑

関
係
省
庁
か
ら
の
情
報
提
供

や
要
請
︑
令
和
３
年
９
月
に

実
施
し
た
取
組
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
て
選
定
）︒
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
︑
報
告
書
を
取
り
ま

と
め
︑
公
表
す
る
︒
ま
た
︑

公
正
取
引
委
員
会
が
取
引
価

格
へ
の
転
嫁
拒
否
が
疑
わ
れ

る
事
案
に
つ
い
て
︑
立
入
調

査
を
行
う
︒
さ
ら
に
︑
関
係

す
る
事
業
者
に
対
し
︑
具
体

的
な
懸
念
事
項
を
明
示
し
た

文
書
を
送
付
す
る
︒

⑷
下
請
代
金
法
上
の
「
買
い

た
た
き
」
に
対
す
る
対
応

①
下
請
代
金
法
上
の
「
買
い

た
た
き
」
の
解
釈
の
明
確
化

【
公
正
取
引
委
員
会
】

・
労
務
費
︑
原
材
料
費
︑
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
を

取
引
価
格
に
反
映
し
な
い
取

引
は
︑下
請
代
金
法
上
の﹁
買

い
た
た
き
﹂
に
該
当
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
︑
公
正

取
引
委
員
会
は
以
下
の
方
向

で
明
確
化
す
る
︒

▽
労
務
費
︑
原
材
料
費
︑
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
等
の
コ
ス

ト
の
上
昇
分
の
取
引
価
格
へ

の
反
映
の
必
要
性
に
つ
い
て
︑

価
格
の
交
渉
の
場
に
お
い
て

明
示
的
に
協
議
す
る
こ
と
な

く
︑
従
来
ど
お
り
の
取
引
価

格
に
据
え
置
く
こ
と
︒

▽
労
務
費
︑
原
材
料
費
︑
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
等
の
コ
ス

ト
が
上
昇
し
た
た
め
︑
下
請

事
業
者
が
取
引
価
格
の
引
上

げ
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
︑
価
格
転
嫁
を
し
な
い
理

由
を
文
書
や
電
子
メ
ー
ル
な

ど
で
下
請
事
業
者
に
回
答
す

る
こ
と
な
く
︑
従
来
ど
お
り

の
取
引
価
格
に
据
え
置
く
こ

と
︒

・﹁
買
い
た
た
き
﹂
を
含
む

下
請
代
金
法
上
の
解
釈
に
関

す
る
相
談
対
応
の
強
化
を
図

る
た
め
︑
下
請
代
金
法
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
る
公

正
取
引
委
員
会
の
﹁
不
当
な

し
わ
寄
せ
に
関
す
る
下
請
相

談
窓
口
﹂の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
・
０
６
０
・
１
１

０
）
の
更
な
る
周
知
徹
底
を

行
う
︒

②
下
請
代
金
法
上
の
「
買
い

た
た
き
」
に
対
す
る
取
締
り

強
化
【
公
正
取
引
委
員
会
・

中
小
企
業
庁
】

・
親
事
業
者
へ
の
立
入
調
査

の
件
数
を
増
や
す
な
ど
︑
取

締
り
を
強
化
す
る
と
と
も

に
︑
再
発
防
止
が
不
十
分
な

事
業
者
に
対
し
て
は
︑
取
締

役
会
決
議
を
経
た
上
で
︑
改

善
報
告
書
の
提
出
を
求
め
る

（
※
現
在
は
法
律
に
基
づ
く

︻
中
小
企
業
庁
・
事
業
所
管

省
庁
︼

・
食
品
製
造
業
者
・
小
売
業

者
間
に
お
け
る
適
正
取
引
推

進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
新
た
に

策
定
す
る
︒

・
来
年
度
か
ら
新
た
に
︑
賃

上
げ
を
積
極
的
に
行
う
企
業

（
※
）
の
申
請
に
対
す
る
加

点
を
実
施
す
る
︒

（
※
）
大
企
業
で
あ
れ
ば
給

与
等
受
給
者
一
人
当
た
り
の

平
均
受
給
額
を
前
年
度
比
３

％
増
︑
中
小
企
業
で
あ
れ
ば

給
与
総
額
１
・
５
％
増

・
情
報
シ
ス
テ
ム
や
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
公
共
調
達

に
お
い
て
︑
労
務
費
︑
原
材

料
費
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

等
の
上
昇
分
を
反
映
し
た
調

達
価
格
と
な
る
よ
う
︑
公
共

工
事
に
お
け
る
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
制
度
を
参
考

に
︑
調
達
の
対
象
と
な
る
資

産
・
サ
ー
ビ
ス
毎
に
︑
デ
ジ

タ
ル
庁
と
業
種
を
所
管
す
る

省
庁
な
ど
が
連
携
し
て
︑
発

注
者
と
し
て
標
準
単
価
を
設

定
し
︑
こ
れ
に
基
づ
く
公
共

・
下
請
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
調
査

の
分
析
結
果
等
を
各
事
業
所

管
大
臣
に
共
有
し
︑
取
引
適

正
化
の
た
め
の
業
種
別
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
業
種
を
拡

大
す
る
︒

調
達
を
行
う
こ
と
を
検
討
す

る
︒
特
に
︑
情
報
シ
ス
テ
ム

⑴
公
共
工
事
品
質
確
保
法
等

の
趣
旨
の
徹
底
︻
国
土
交
通

省
︼

・
公
共
工
事
の
発
注
者
（
地

方
整
備
局
︑
都
道
府
県
︑
市

町
村
︑
地
方
公
社
等
）
に
対

し
︑
労
務
費
︑
原
材
料
費
︑

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
等
の
取

引
価
格
を
反
映
し
た
適
正
な

請
負
代
金
の
設
定
や
適
正
な

工
期
の
確
保
に
つ
い
て
︑
契

約
後
の
状
況
に
応
じ
た
必
要

な
契
約
変
更
の
実
施
も
含

め
︑
公
共
工
事
の
品
質
確
保

の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
17
年
法
律
第
18
号
）
の
趣

旨
を
踏
ま
え
て
対
応
を
図
る

よ
う
︑
周
知
す
る
︒

の
公
共
調
達
に
お
い
て
は
︑

契
約
単
価
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
等
に
よ
り
︑
再
委
託
・
再

々
委
託
先
も
含
め
た
賃
金
の

適
正
化
等
に
向
け
て
取
り
組

む
︒

・
公
共
工
事
の
み
で
な
く
︑

民
間
発
注
者
に
対
し
て
も
︑

同
様
の
適
正
な
請
負
単
価
の

設
定
や
適
正
な
工
期
の
確
保

を
求
め
る
と
と
も
に
︑
毎
年

１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
﹁
集

中
取
組
期
間
﹂
に
お
い
て
︑

国
土
交
通
省
が
請
負
代
金
や

工
期
な
ど
の
契
約
締
結
の
状

況
に
つ
い
て
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
等
を
実
施
す
る
︒

⑵
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法
、
内
航
海
運
業
法
に
基
づ

く
対
応
の
強
化
︻
国
土
交
通

省
︼

・
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
つ
い

て
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の

⑴
最
低
賃
金
・
賃
金
支
払
の

徹
底
と
賃
金
引
上
げ
に
向
け

た
環
境
整
備︻
厚
生
労
働
省
︼

・
最
低
賃
金
違
反
や
賃
金
・

残
業
代
の
不
払
が
疑
わ
れ
る

事
業
場
に
対
し
て
︑
労
働
基

準
監
督
機
関
（
都
道
府
県
労

働
局
・
労
働
基
準
監
督
署
）

が
監
督
指
導
を
実
施
し
︑
是

正
を
図
る
︒
こ
の
た
め
︑
毎

年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の﹁
集

中
取
組
期
間
﹂
に
お
い
て
︑

最
低
賃
金
の
遵
守
徹
底
を
図

り
︑
賃
金
の
引
上
げ
に
つ
い

て
検
討
が
な
さ
れ
る
よ
う
︑

賃
金
引
上
げ
や
転
嫁
対
策
関

連
の
施
策
の
紹
介
を
行
う
︒

・
賃
金
不
払
を
は
じ
め
と
し

た
基
本
的
な
労
働
条
件
の
履

行
確
保
を
図
る
た
め
︑
労
働

基
準
監
督
機
関
に
よ
る
定
期

監
督
（
年
間
10
万
事
業
場
以

上
に
実
施
）
に
お
い
て
︑
賃

金
引
上
げ
の
意
向
や
労
働
条

件
の
改
善
状
況
を
確
認
す
る

と
と
も
に
︑
労
使
に
お
い
て

賃
金
の
引
上
げ
を
行
う
と
の

取
決
め
を
行
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
︑
賃
金
支
払
が
履
行

さ
れ
ず
︑
労
働
基
準
監
督
機

関
に
よ
る
度
重
な
る
指
導
で

勧
告
事
案
の
み
に
要
求
）︒

③
下
請
取
引
の
監
督
強
化
の

た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

【
公
正
取
引
委
員
会
】

・
下
請
代
金
法
上
の
違
反
行

為
を
行
っ
て
い
る
お
そ
れ
が

強
い
事
業
者
を
抽
出
し
︑
優

先
的
に
調
査
す
る
た
め
︑
書

面
調
査
の
回
答
（
30
万
件
程

度
実
施
）
に
加
え
て
︑
過
去

に
実
施
し
た
指
導
や
勧
告
に

つ
い
て
の
情
報
︑
関
係
省
庁

が
提
供
す
る
情
報
︑
窓
口
へ

の
申
告
情
報
な
ど
を
一
元
的

に
管
理
で
き
る
情
報
シ
ス
テ

ム
を
公
正
取
引
委
員
会
に
新

た
に
構
築
す
る
︒

⑸
下
請
中
小
企
業
振
興
法
に

基
づ
く
対
応︻
中
小
企
業
庁
︼

・
毎
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の

﹁
集
中
取
組
期
間
﹂
に
お
い

て
︑
政
府
で
設
置
し
て
い
る

中
小
企
業
か
ら
の
相
談
窓
口

（
下
請
か
け
こ
み
寺
︑
原
油

価
格
上
昇
に
関
す
る
特
別
相

談
窓
口
）
に
お
け
る
価
格
転

嫁
に
関
す
る
相
談
を
も
と

に
︑
下
請
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
︑
下
請

中
小
企
業
振
興
法
（
昭
和
45

年
法
律
第
１
４
５
号
）
に
基

づ
く
振
興
基
準
に
照
ら
し
︑

親
事
業
者
に
よ
る
価
格
転
嫁

の
協
議
へ
の
対
応
状
況
を
詳

細
に
把
握
し
︑
そ
の
結
果
を

公
表
す
る
︒

⑹
取
引
適
正
化
の
た
め
の
業

種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
拡
大

も
是
正
し
な
い
事
業
場
や
︑

定
期
賃
金
や
割
増
賃
金
を
適

切
に
支
払
わ
ず
︑
同
様
の
法

違
反
が
繰
り
返
さ
れ
る
事
業

場
に
つ
い
て
は
︑
司
法
処
分

（
※
）
を
含
め
厳
正
に
対
応

す
る
︒

（
※
）
事
業
主
が
労
働
基
準

関
係
法
令
に
違
反
し
︑
こ
れ

が
重
大
ま
た
は
悪
質
な
場
合

に
︑
労
働
基
準
監
督
官
が
刑

事
訴
訟
法
（
昭
和
23
年
法
律

第
１
３
１
号
）
に
基
づ
く
司

法
警
察
員
と
し
て
捜
査
を
行

い
︑検
察
庁
に
送
検
す
る
こ
と
︒

⑵
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の

通
報
制
度
の
拡
充
︻
厚
生
労

働
省
︼

・
労
働
基
準
監
督
機
関
が
事

業
所
に
立
入
検
査
・
監
督
指

導
（
臨
検
監
督
）
を
実
施
し

た
際
に
︑
労
働
基
準
関
係
法

令
違
反
が
認
め
ら
れ
な
く
て

も
︑
賃
金
引
上
げ
の
阻
害
要

因
と
し
て
﹁
買
い
た
た
き
﹂

等
が
疑
わ
れ
る
事
案
に
つ
い

て
は
︑
労
働
基
準
監
督
機
関

か
ら
公
正
取
引
委
員
会
や
中

小
企
業
庁
︑
国
土
交
通
省
に

通
報
す
る
︒

導
入
等
を
通
じ
て
燃
料
価
格

上
昇
分
が
適
切
に
運
賃
に
反

映
さ
れ
る
よ
う
︑
荷
主
企
業

等
に
協
力
を
求
め
る
と
と
も

に
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

法（
平
成
元
年
法
律
第
83
号
）

に
基
づ
く
標
準
的
な
運
賃
の

導
入
を
促
す
︒
国
土
交
通
省

本
省
︑
地
方
運
輸
局
等
に
相

談
窓
口
を
設
置
す
る
︒
荷
主

へ
の
働
き
か
け
︑
要
請
︑
勧

告
・
公
表
な
ど
同
法
に
基
づ

・
①
﹁
期
間
限
定
価
格
﹂
等

と
記
載
し
︑
表
示
さ
れ
た
期

間
内
に
限
り
安
い
価
格
で
販

売
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
表

示
し
て
い
る
が
︑
実
際
に
は

表
示
さ
れ
た
期
間
後
も
同
じ

価
格
で
販
売
し
て
い
る
こ
と
︑

②
﹁
追
加
料
金
不
要
﹂
等
と

記
載
し
︑
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
追
加
し
た
場
合
で
あ

っ
て
も
追
加
料
金
が
発
生
し

く
法
的
対
応
を
強
化
す
る
︒

・
内
航
海
運
業
に
つ
い
て
︑

荷
主
企
業
等
に
燃
料
価
格
上

昇
分
の
運
賃
へ
の
反
映
に
つ
い

て
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
︑

相
談
窓
口
を
設
置
し
︑
令
和

４
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

改
正
後
の
内
航
海
運
業
法

（
昭
和
27
年
法
律
第
１
５
１

号
）
に
基
づ
き
︑
対
応
が
不

適
切
な
荷
主
へ
の
勧
告
・
公

表
を
実
施
す
る
︒

な
い
か
の
よ
う
に
表
示
し
て

い
る
が
︑
実
際
に
は
追
加
料

金
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る

こ
と
︑

③
店
頭
看
板
等
に
お
い
て
誰

で
も
表
示
さ
れ
た
安
い
価
格

で
購
入
で
き
る
か
の
よ
う
に

表
示
し
て
い
る
が
︑
実
際
に

は
表
示
さ
れ
た
価
格
で
購
入

で
き
る
の
は
有
料
会
員
の
み

で
あ
る
こ
と
︑

な
ど
︑
一
般
消
費
者
に
対
し

て
︑
実
際
の
も
の
よ
り
も
著

し
く
有
利
で
あ
る
と
誤
認
さ

れ
る
表
示
に
つ
い
て
は
︑
有

利
誤
認
表
示
と
し
て
不
当
景

品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法

（
昭
和
37
年
法
律
第
１
３
４

号
）
上
問
題
と
な
る
こ
と
を

周
知
徹
底
す
る
︒

・﹁
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
事

業
連
携
に
関
す
る
指
針
﹂（
令

和
３
年
３
月
︑
公
正
取
引
委

員
会
・
経
済
産
業
省
）
を
策

定
し
た
と
こ
ろ
︒
こ
の
指
針

に
の
っ
と
り
︑
新
た
に
︑
下

請
代
金
法
の
適
用
対
象
と
な

ら
な
い
大
企
業
と
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
と
の
取
引
に
つ
い
て
︑

５
０
０
０
件
程
度
の
書
面
調

査
を
実
施
す
る
︒

・
調
査
の
結
果
︑

▽
秘
密
保
持
契
約
を
締
結
し

な
い
ま
ま
で
の
営
業
秘
密
の

開
示
の
要
請

▽
秘
密
保
持
契
約
に
違
反
し

⑴
宣
言
企
業
の
取
組
の
見
え

る
化
︻
中
小
企
業
庁
︼

・
宣
言
企
業
に
つ
い
て
は
︑

・
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
関

す
る
執
行
を
強
化
す
る
た

め
︑公
正
取
引
委
員
会
に﹁
優

越
的
地
位
濫
用
未
然
防
止
対

策
調
査
室
﹂
を
新
た
に
設
置

す
る
と
と
も
に
︑
体
制
強
化

を
図
る
︒︻
公
正
取
引
委
員
会
︼

・
下
請
取
引
の
監
督
を
強
化

す
る
た
め
︑
現
在
１
２
０
名

の
下
請
Ｇ
メ
ン
の
体
制
を
来

⑴
「
優
越
的
地
位
の
濫
用
に

関
す
る
独
占
禁
止
法
上
の
考

て
︑
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
営

業
秘
密
を
活
用
し
た
競
合
商

品
・
役
務
の
販
売

▽
共
同
研
究
の
成
果
に
基
づ

く
知
的
財
産
権
を
大
企
業
の

み
へ
帰
属
さ
せ
る
契
約
の
締
結

の
要
請

を
は
じ
め
と
す
る
﹁
優
越
的

地
位
の
濫
用
﹂
が
疑
わ
れ
る

事
案
に
つ
い
て
は
︑
立
入
調

査
を
行
う
と
と
も
に
︑
関
係

事
業
者
が
自
主
的
な
検
証
・

改
善
に
取
り
組
め
る
よ
う
︑

具
体
的
な
懸
念
事
項
を
明
示

し
た
文
書
を
送
付
す
る
︒

全
社
に
書
面
調
査
を
実
施

し
︑
宣
言
内
容
の
実
行
状
況

を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
︒
取

年
度
か
ら
倍
増
さ
せ
︑
年
間

１
万
社
以
上
の
中
小
企
業
の

現
場
の
声
を
聴
取
す
る
︒︻
中

小
企
業
庁
︼

・
賃
金
引
上
げ
な
ど
労
働
条

件
向
上
に
向
け
︑
労
働
基
準

監
督
署
に
労
働
条
件
向
上
相

談
窓
口
（
仮
称
）
を
設
置
す

る
と
と
も
に
︑
体
制
強
化
を

図
る
︒︻
厚
生
労
働
省
︼

え
方
」
の
改
正
︻
公
正
取
引

委
員
会
︼

・
近
年
︑
各
種
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
︑
デ
ジ
タ
ル
関
連
サ
ー

ビ
ス
等
の
発
達
を
背
景
に
︑

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
分
野
に
お

い
て
寡
占
化
が
進
む
中
︑
垂

直
的
な
取
引
の
適
正
化
に
つ

い
て
︑
よ
り
正
面
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
︑﹁
優
越

的
地
位
の
濫
用
に
関
す
る
独

占
禁
止
法
上
の
考
え
方
﹂（
平

成
22
年
11
月
︑
公
正
取
引
委

員
会
）
の
策
定
以
来
の
運
用

実
績
や
︑
近
年
の
諸
外
国
に

お
け
る
﹁
買
い
た
た
き
﹂
等

に
対
す
る
考
え
方
も
参
考
に

し
︑﹁
優
越
的
地
位
の
濫
用
に

関
す
る
独
占
禁
止
法
上
の
考

え
方
﹂の
改
正
を
検
討
す
る
︒

組
の
好
事
例
に
つ
い
て
は
︑

こ
れ
を
周
知
し
て
い
く
︒

⑵
宣
言
企
業
の
申
請
に
対
す

る
補
助
金
に
お
け
る
加
点

︻
経
済
産
業
省
等
︼

・
現
在
︑
事
業
再
構
築
補
助

金
︑
先
進
的
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

投
資
促
進
支
援
事
業
な
ど
５

つ
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
︑
そ

れ
ら
へ
の
申
請
に
際
し
︑
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

を
行
っ
て
い
る
企
業
に
対
し

て
の
加
点
措
置
を
実
施
し
て

い
る
が
︑
そ
の
対
象
範
囲
を

全
省
庁
の
補
助
金
に
拡
大
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
︒

⑶
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の

位
置
付
け
︻
経
済
産
業
省
︼

・
実
効
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現
に
資
す

る
具
体
的
な
取
組
を
取
り
ま

と
め
て
い
る
﹁
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
実
務
指
針
﹂（
平

成
30
年
９
月
︑経
済
産
業
省
）

に
お
い
て
︑
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
構
築
宣
言
が
望
ま
し
い

取
組
で
あ
る
こ
と
を
示
す
︒

パートナーシップによる価値創造のためのパートナーシップによる価値創造のための
転嫁円滑化施策パッケージ転嫁円滑化施策パッケージ 1面に関連

１
．
政
府
横
断
的
な
転
嫁
対
策
の
枠
組
み
の
創
設

【
内
閣
官
房
】

７
．�

大
企
業
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
取
引
に
関
す

る
調
査
の
実
施
と
厳
正
な
対
処

【
公
正
取
引
委
員
会
】

６
．
景
品
表
示
法
上
の
対
応

【
消
費
者
庁
】

４
．
公
共
調
達
に
お
け
る
労
務
費
等
の
上
昇
へ
の
対
応

【
デ
ジ
タ
ル
庁
・
経
済
産
業
省
・
厚
生
労
働
省
等
】

２
．
価
格
転
嫁
円
滑
化
に
向
け
た
法
執
行
の
強
化

５
．
公
共
工
事
品
質
確
保
法
等
に
基
づ
く
対
応
の
強
化

８
．パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の
拡
大
・
実
効
性
強
化

９
．
関
係
機
関
の
体
制
強
化

10
．
今
後
の
検
討
課
題

３
．
労
働
基
準
監
督
機
関
に
お
け
る
対
応
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▼
私
の
甘

酒
好
き
は
︑

父
親
譲
り

と
確
信
し

て
い
ま
す
︒
寒
い
時
期
に
な
る
と
父

は
︑
母
手
作
り
の
甘
酒
を
温
め
︑
数

度
に
分
け
て
啜
っ
て
か
ら
仕
事
に
出

掛
け
て
い
ま
し
た
︒そ
ん
な
時
父
は
︑

玄
関
で
﹁
今
日
も
寒
い
ぞ
︒
気
を
つ

け
て
な
﹂
と
︑
早
朝
の
慌
た
だ
し
い

中
で
も
︑
私
た
ち
の
小
学
校
ま
で
の

通
学
路
で
の
安
全
を
気
遣
っ
て
く
れ

た
も
の
で
し
た
︒
▼
神
社
や
お
寺
の

茶
店
で
は
︑
嬉
し
い
こ
と
に
甘
酒
が

売
ら
れ
て
い
ま
す
︒
都
心
に
鎮
座
す

る
神
田
明
神
の
門
前
に
は
︑
天
野
屋

と
三
河
屋
と
い
う
２
軒
の
老
舗
甘
味

処
が
あ
り
ま
す
が
︑
ど
ち
ら
の
甘
酒

も
甲
乙
つ
け
が
た
い
至
極
の
味
で

す
︒
お
米
と
米
麹
だ
け
で
作
る
天
野

屋
の
甘
酒
は
︑
１
杯
が
３
５
０
円
と

手
頃
で
︑
ひ
と
く
ち
口
に
含
む
と
え

も
い
わ
れ
ぬ
幸
福
感
に
満
た
さ
れ
ま

す
︒
▼
甘
酒
は
︑
古
く
は
奈
良
時
代

の
歌
人
・
山
上
憶
良
の
﹃
貧
窮
問
答

歌
﹄
に
﹁
糟
湯
酒
﹂
と
し
て
登
場
し
︑

ま
た
︑
江
戸
時
代
の
商
人
・
喜
田
川

守
貞
の
﹃
守
貞
謾
稿
﹄
に
は
︑
江
戸

で
は
１
杯
が
８
文
（
現
在
の
貨
幣
価

値
で
２
０
０
円
前
後
）
で
売
ら
れ
︑

庶
民
に
広
く
愛
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
︒
甘
酒
は
︑
夏
は
冷
や

し
て
︑
冬
は
温
め
て
と
︑
通
年
で
味

わ
え
る
滋
養
溢
れ
る
飲
み
物
で
す
︒

▼
日
本
映
画
界
の
巨
星
・
高
倉
健
が

愛
飲
し
た
︑
長
野
県
佐
久
市
に
あ
る

橘
倉
酒
造
の
甘
酒
は
︑
馥
郁
た
る
味

わ
い
で
す
︒
こ
の
橘
倉
酒
造
が
︑
地

元
佐
久
市
の
塩
川
ベ
ー
カ
リ
ー
と
コ

ラ
ボ
し
て
昨
年
７
月
か
ら
販
売
を
始

め
た
﹁
高
級
あ
ま
酒
食
パ
ン
﹂
を
︑

い
つ
の
日
か
食
し
て
み
た
い
も
の
で

す
︒
▼
私
は
︑
健
さ
ん
主
演
の
映
画

で
は
︑
１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
に

公
開
さ
れ
大
ヒ
ッ
ト
し
た
﹃
幸
福
の

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
﹄が
特
に
好
き
で
︑

ロ
ケ
地
と
な
っ
た
北
海
道
夕
張
市
を

訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
日
本
の

産
業
発
展
を
支
え
た
夕
張
炭
鉱
︑
そ

の
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
﹁
夕
張
市
石

炭
博
物
館
﹂
な
ど
を
見
学
し
た
後
に

辿
り
着
い
た
︑
映
画
の
ロ
ケ
地
﹁
幸

福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
想
い
出
ひ
ろ

ば
﹂
は
︑
透
き
通
っ
た
青
空
と
爽
や

か
な
森
林
に
囲
ま
れ
た
大
地
の
中
に

あ
り
ま
し
た
︒
五
軒
長
屋
の
炭
鉱
住

宅
と
無
数
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
が
な

び
く
﹁
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
﹂
を
つ
ぶ

さ
に
見
て
︑
深
い
感
動
を
覚
え
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
︒
▼
父
が
出
勤
し
︑

私
と
兄
が
小
学
校
ヘ
向
か
っ
た
後

に
︑
母
は
︑
家
に
居
つ
い
て
捨
て
犬

か
ら
飼
い
犬
に
な
っ
た
花
子
を
連
れ

て
︑
荒
川
の
土
手
ま
で
散
歩
に
出
掛

け
る
の
が
日
課
で
し
た
︒
寒
い
冬
に

な
る
と
︑
い
つ
も
甘
酒
と
両
親
の
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
︒
き
っ
と
両
親
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トラガールファイル

7:50
　 出 社。 消
毒（写真①）、
検 温（写真
②）、血圧測
定（写真③）、
点 呼、 点 検
（写真④）
を行う。

8:00
　トラックに乗務し、同
じ玉名市内にある印
刷 工 場 へ 向け出 発
（写真⑤）。

8:10
　印刷工場に到着。フォークリフトを自ら操作し、パレット
積みの印刷物を積み込んでいく。

MEMO
片山さんが輸送を担当している印刷物は、アイスクリーム
や薬品を入れる箱などの紙製品が中心。荷姿は、組み立
て前の状態の箱（一枚紙）の入った段ボールがパレットの
上に何箱も載せられ、しっかりとビニールで固定された状態。
印刷工場の特殊な爪の長いフォークリフトで積み込む。

8:30
　積み込み完了後、同
じ玉名市内にある岱明
運輸㈱岱明倉庫に出発
（写真⑥）。

9:00
　岱明倉庫着。社内の
フォークリフトを操作し、
荷降ろしを行う（写真⑦
・⑧）。午前はこの積み
降ろしを3 便繰り返す。

12:30
　昼食休憩をとる。片山
さん「お昼は毎日、自分で作ったお弁当を、トラックの車
内で食べています。ロコモコ弁当や海苔弁など、栄養バ
ランスと彩りを考えて作るのが楽しいです」。

13:30
　 印 刷 工 場に到 着
（写真⑨・⑩）。午前
と同じ横持ち輸送を、
午後は 4 便行う。

19:00
　帰社（写真⑪）。
帰庫時点呼（写真⑫
・⑬）を受け、高圧
洗浄機による洗車（写
真⑭）を行ってから退
社。

片山さんのある１日の仕事の流れ

周囲の誰もが認める天性の素質とあくなき向上心 !
「明るい笑顔×確かな仕事ぶり」が大評判の 24 歳

・ 福岡県大牟田市出身。新玉名倉庫営業所（熊本県玉名市）に勤
務し、入社以来 3 年間、印刷工場専属の横持ち輸送を担当。

・ 安全運転のコツは、車間距離をとること。「この地域は高齢ドライバー
の方が多いので、『トラックが後ろについている』と思って焦ったり、一
般の方々がトラックに恐怖感を抱いたりすることのないように、車間距離
には常に留意しています」。

・ 休日の過ごし方は、片山さんが運転しての「母・祖母とのお買い物ド
ライブ」が定番。「プライベートでも自分で運転したい性分です。コロ
ナ禍以前は、私の運転で友人たちと遠方へドライブしていました。熊
本県内のおすすめドライブスポットは阿蘇高原ですね」。

�担当業務：6トン車ドライバー（印
刷物の横持ち輸送）
�勤続年数：�３年
�取得資格：大型自動車免許、フォーク
リフト運転技能講習修了

片山さんは日々、どのような「トラガールのお仕事。」に携わっ
ているのでしょうか。お仕事に1日密着させていただきました。

岱明運輸株式会社
［代表取締役　福田 洋］

本社所在地 熊本県玉名市岱明町古閑 182
資本金 1,000 万円
設　立 昭和 36 年 9 月4日
従業員数 70 人（ドラｲバー 50 人、うち女性１人）
車両数 61 台

高齢化受け８年前に「若年者・未経験者の積極採用」へと舵切り!高齢化受け８年前に「若年者・未経験者の積極採用」へと舵切り!
20 代ドライバーが男女計８人在籍する「若手が活躍できる会社」20 代ドライバーが男女計８人在籍する「若手が活躍できる会社」

福田社長に
訊く！

　20 歳の若手から70 歳の大ベテランまで、幅広い年齢層のドライバーが活躍中
です。私が社長に就任した 10 年前は、ドライバーの年齢層が非常に高く、社内
で相談し、８年前から若年者・未経験者の積極採用を始めました。今では片山
さん含め８人の 20 代ドライバーと、19 人の 30 代ドライバーが在籍しています。
　女性ドライバーは７年ほど前に初採用しました。日々 市内を運行する片山さんの
おかげで、地域の方々から「女性ドライバーの活躍する会社」として認識していただいて
います。当社は創業社長が私の祖母であり、母も経理担当として今も会社を支えるなど、
女性の力とともに発展してきた会社です。
女性事務員を管理職に登用するなど、
事務職でも、ドライバー職でも、「女性
が力を存分に発揮できる会社」であると
自負しています。
　また、今年４月には高等学校新卒者

第１号となる女性事務職１人が入社します。今後は高校新卒ドライ
バーも採用し、「倉庫作業で物流の基本とフォークリフト操作を学び、
準中型免許で乗務できるユニック車・平ボディ車からトラックドライバ
ーの仕事を始め、大型免許を取得する」というステップアップができ
る環境を整備していきます。

片
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維さん

◎トラックドライバーを志したきっかけは？◎トラックドライバーを志したきっかけは？
　祖父が長距離ドライバーをしていたので、小さいころからト
ラックドライバーという仕事に対する漠然としたイメージはあり
ましたが、自分もその仕事に就きたいとは思っていませんでし
た。しかしここ数年、TikTok や YouTube にアップされてい
る数多ある動画の中でも、トラックドライバーさんたちがアップ
している動画が好きになり、そうした動画サイトの影響もあって、
トラックドライバーという仕事に少しずつ興味を抱くようになり
ました。
　18 歳から4年間飲食店で勤務した後、半年間ネイルアート
の専門学校に通っていました。そんなある日、福岡県久留米
市の街中で、ダンプを運転する女性ドライバーさんの姿を見か
けた瞬間、「いいなぁ。私もトラックに乗りたい !」という強い
憧れが芽生えました。
　しかし、専門学生の身でしたし、「すぐに大型免許を取得し
たいけど、費用はどうしよう」と悩んでいました。熊本県の企
業で事務員として働く同級生の友人にその悩みを相談すると、
「え、私が働いている会社、運送会社だよ?」という答えが
返ってきました。その会社がこの岱明運輸です。彼女が事務
職をしていることは知っていたのですが、勤め先が運送会社で
あることは知らなかったのです（笑）。
　彼女に話を聞くと、岱明運輸には免許取得支援制度がある
ということだったので、すぐに紹介してもらうようお願いし、
平成 30 年 12月、彼女にも同席してもらって広瀬部長と面接
し、採用していただけることになりました。面接で具体的な仕
事内容を聞き、果たして自分に務まるのかと不安な点もありま
したが、「私はこの会社で、あのかっこいいトラックドライバー
になる。今ここで自分の人生を決めるんだ。やるなら今しか
ない」と決心し、入社しました。彼女は15 歳からずっと仲良
くしている友人で、彼女のおかげで憧れのトラックドライバーに
なれたこと、彼女と同じ会社で働けていることを、心から感謝
しています。

◎入社後、どのようにスキルアップをしていったのでしょうか。◎入社後、どのようにスキルアップをしていったのでしょうか。
　入社後まもなく、今担当している印刷物の横持ち輸送の前
任者のトラックへの横乗りを始めました。前任者は、当社の女
性ドライバー第１号（※現在は退職）の方です。先輩は、トラ
ックのドアの開け方すら知らなかった私に初歩の初歩から仕事
を教えてくれました。初めてのトラックの運転・荷役作業を、
女性ドライバーに教えてもらうことができ、安心感もありました
し、女性でも重たいあおりを上げやすくする方法や、荷物を持
つ時のコツなども教えていただくことで、面接時に不安に思っ

人生を変えた「１人の女性」、運命を導いた「同級生」、「夢を実現できる会社」での飛躍人生を変えた「１人の女性」、運命を導いた「同級生」、「夢を実現できる会社」での飛躍interview

ていたポイントが一つひとつ解消されていきました。
　入社後 3か月間は、横乗り研修に加え、大型免許・フォー
クリフト資格のための勉強や教習の受講、社内での練習など、
かなりハードな日々でしたが、「大型免許を取得する」という
ひとつの夢をかなえることができたのは、とてもうれしかった
です。特に最初は、フォークリフトの運転への恐怖心があり、
それを克服するために広瀬部長が訓練用のコースを作成し、
練習に付き合ってくださいました。そうした練習を経て、どん
なに重い荷物でもサッとリフトを使って運べるようになってから
は、「リフト操作って楽しい !」と思えるようになりました。

◎この会社の魅力と、今後の目標について教えてください。◎この会社の魅力と、今後の目標について教えてください。
　当社は若手からベテランまで非常に仲のよい会社です。先
輩たちがとてもやさしく、遠方に運行へ出ているドライバーさ
んがおみやげを買ってきてくださったり、「いつもその笑顔に癒
されているよ」と言葉をかけてくださったりします。また、森
尾さんをはじめ、大ベテランの先輩たちが、トラックに関する
知識や技術を惜しみなく事細かに教えてくださるのも本当にあ
りがたいです。
　そうした先輩たちに支えられている私も最近では、「トラック
ドライバーになりたいけれど、どうしたらいいですか?」という
相談を受けるようになってきました。私も同級生に相談したお
かげで今の自分があるので、親身になって答えています。
　私は、トラックドライバーになるために免許の取得をしたこと
で、今までずっと苦手だった「目標に向けて勉強すること」の
楽しさと奥深さに気づくことができました。これからも勉強を
続け、トラックドライバーに必要な資格も、それ以外の資格も
取得していきたいです。

片山さんはこんな人！

　広瀬進一新玉名倉庫営業所長・倉庫部長は、「トラックに
対する想いが強かったので諦めましたが、彼女はフォークリフト
操作の技術が非常に高く、倉庫作業員として採用したいほど
でした。仕事覚えが早く、操作も正確で、普通の人は乗りこ
なすのが難しい、印刷工場の特殊なリフトも難なく乗りこなす
センスの持ち主です」と片山さんの技術を高く評価。点呼を
担当する森尾保彦さんは、「片山さんは周囲の人 を々明るくさ
せるし、何よりやる気に溢れているところが素晴らしいです。ト
ラックの整備について教えている時なども、『次からは自分ひと
りでやってやろう』という強いやる気がありありと見えま
す」と、片山さんの仕事に取り組む姿勢を称賛する。

福田　洋
代表取締役

左から、森尾さん、片山さん、広瀬部長

　トラック運送業界で様々な
仕事に携わる女性をとりあげ
るこのコーナー。第 32 回
目は、「６トン車ドライバー（横
持ち輸送）」のお仕事です。
岱明運輸㈱（熊本県玉名
市）の片山真維さんが登場
します。

第32回�「6トン車ドライバー（横持ち輸送）」片山�真維さん（岱明運輸㈱・熊本県）


